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１章 優しい先輩








　うわ、男の人ばっかり。

　辛い受験を終えて、晴れて第一志望の大学に合格した私は、入学式後のオリエンテーションで目を丸くした。

　工学部は女性が少ないと知っていたけれど、本当に数人しかいない。

　入学式は他学科と合同だったから気にならなかったが、こうして工学部の棟へ移動してみれば、まるで男子校に紛れ込んだようで居心地が悪くなる。

　同じように不安そうにしていた女子生徒とどうにか連絡先を交換できたけど、彼女はアルバイトがあるからと、オリエンテーションを終えたら急いで帰宅してしまった。

　私はサークルを見てみたいから大学に残ったのだけれど、慣れない校内をひとりで歩くのはこころもとない。

　とにかく、どんなサークルがあるのか見て回ろう。

　大学の校門付近では、ビラを持った若い男女が新入生らしき生徒を捕まえてはサークルに勧誘している。

　あれはテニス部。向こうはアウトドアサークル。

　運動は苦手だし、入るなら文系サークルがいい。

「君、新入生？　良かったらうちのサークルに入らない？」

　きょろきょろと周囲を見回していると、明るい髪色の男性に呼び止められた。

　どうやら彼もサークルの勧誘らしい。渡されたチラシを見て、私は首をかしげた。

「ワンダーフォーゲル部？」

「ワンゲル部。知らない？」

「ええと、山に行くんでしたっけ。あれ、でも登山部は別にあったような」

　ワンダーフォーゲルはたしか、山などに出かけてアウトドアを行う活動だったはず。

　けれども先ほど、登山部と書かれたチラシを見た気がする。ワンダーフォーゲル部とは別なのだろうか。

　私の記憶は正しかったらしく、彼は登山部とは別だと説明を続けた。

「うちはもっと気楽なヤツだよ。山だけじゃなく、海にも行くし。冬はスキーもする。とにかく、みんなで旅行に行ってアウトドアを楽しもうって感じのサークルなんだ」

　その言葉を聞いて、私は納得した。

　私に声をかけてきた男は、日に焼けた肌にシルバーアクセをつけた、なんというか、軟派な雰囲気の男性だったからだ。

　偏見かもしれないが、真面目にスポーツに励むようには見えなかった。

「あの、私、登山にはあまり興味がないので」

「もしかして運動苦手？　大丈夫だよ。スキーやキャンプだけとか、サークルの飲み会だけに参加する娘もいるし。気軽にみんなで遊ぶだけ」

　断ったつもりだったのに、男はぐいっと私のほうへ距離を詰めてくる。

　その強引さが苦手で、私は一歩後ろに下がった。

　けれども、私が下がった分だけ、彼は前に出て私に近づく。

「君、可愛いし。うちのサークルに入って欲しいな」

「ええっと、すみません。私、別のサークルが気になっていて……」

「そう言わずに。なんなら、新歓の飲みだけでも参加しない？」

　やんわりと拒絶しても、彼はしつこく食い下がってくる。

　どうやって逃げるべきかと困っていると、突然背後から腕を引かれた。

「ああ、ここにいたんだ」

　突然私の腕を引いたのは、驚くほどに格好良い男性だった。

　背が高く、柔和な顔立ちをしている。軽く癖のついた黒髪は、襟足だけが少し長い。涼し気な目にはどこか色気があって、見つめられるとドキリとしてしまいそうだ。

　初対面……だよね。もしかして、誰かと間違えてるのかな。

　人違いですと告げようとしたが、「黙っていて」と訴えかけるような目を向けられて、口を噤む。

「待ち合わせ場所になかなか来ないから、心配したよ」

　彼は親しげな笑顔を私に向けてから、勧誘していた男性を睨みつけた。

「ごめんね。この子、俺が先約だから。連れて行くよ」

　そう言って、男性は私の腕を引いて歩き出す。

　校門を離れて校舎の影に入ったところで、彼は私の腕を離して申し訳なさそうな顏をした。

「いきなり腕を掴んでごめん。困ってるみたいだったから、つい。お節介だったかな？」

「いえ、とんでもない！　助けてくれてありがとうございます」

　どうやら彼は、私を見かねて助けてくれたらしい。

　突然腕を引かれて驚いたけれど、しつこい勧誘に困っていたので助かった。

「うちの大学のワンゲル部はあまりお勧めしないよ。いわゆる、飲みサーってヤツで、いい噂を聞かない。アウトドアが好きなら登山部に入ったほうがいいと思う」

「最初から入るつもりありません。あんなしつこい人がいるサークルは嫌ですし」

　私は無理やり持たされたチラシをぐしゃりと潰してみせた。

　それを見て、彼は安心したように薄く笑う。

「なら良かった。新入生の女の子がひとりで歩いてると、しつこい勧誘の的になりやすいから気をつけて。知り合いがいるなら、一緒に回ったほうがいいよ」

　知り合いと言われても、友だちになれそうだった女の子はもう帰ってしまった。

　サークル見学につきあってくれそうな知り合いもいない。

　ひとりでふらふらして、またしつこい勧誘に捕まってしまうのは嫌だ。

　私が困っていると、彼は心配そうに私の顏を覗き込んだ。

「気になるサークルがあるなら、そこまで送ろうか」

「いいんですか？」

「もちろん。それで、どのサークルが気になってるの？」

　入ってみたいサークルは決まっていた。

　けれども、校門付近の勧誘の中には見つからなかったのだ。

「もし写真部があれば、案内して欲しいです」

　私の言葉に、彼は驚いたように目を丸くした。

「写真に興味があるの？」

「はい。写真を撮るのが好きなので」

　合格祝いに、両親からデジタル一眼レフを貰ったのだ。

　せっかくなので、写真に関わるサークルがあるなら入ってみたい。

「だったら、デジフォト部があるよ。そこまで活動的な部じゃないんだけど。月に一度みんなで撮影に行く以外は、自由に部室に来て、自分で撮った写真を編集したりしてる」

「ぜひ行ってみたいです！」

　私が食いつくと、彼はなぜだか困った顏をした。

「そっか。うーん、まあ、案内はできるけど」

「もしかして、そこも評判が良くないサークルなんですか？」

「そういうわけじゃないけど。……俺もそこの部員なんだよ」

　彼は気まずそうに頬を掻きながら言った。

　まさかの偶然に、私は驚いて目を見開く。

「サークル勧誘に困ってるところを連れ出したのに、俺も自分のサークルに勧誘してるみたいになって、なんだか悪いなって思って」

　親切そうな彼が部員だと聞いて、私は少し安心した。

　この人なら、強引に勧誘してくることもないだろう。

「私から言い出したんですから、勧誘じゃありません。迷惑なら諦めますが……」

「まさか。新入部員は大歓迎だよ。とりあえず、見学してみようか。もし嫌だと思ったら無理に入部する必要はないから」

　勧誘に困っていた私を気遣ってのことだろう。

　彼は無理に入らなくてもいいと断ってから、私を部室へと案内してくれた。




　デジフォト部の部室は整理されていて、落ち着いた雰囲気だった。

　空き時間にふらりと立ち寄って、好きに機材を使っていいとのことだ。パソコンには高額な編集ソフトも入っているし、部で所有しているカメラも自由にレンタルできるのだと彼は説明してくれた。

　のんびりとした空気と機材に魅力を感じた私は、迷わずこのサークルに入部することにした。

　私が入部の意思を伝えると、彼は歓迎するよと笑ってくれた。

「デジフォト部にようこそ。俺は二年の保ほ刈かり夕ゆ弦づる。これからよろしくね」

「織おり部べ千ち歩ほです。よろしくお願いします、保刈先輩」

　それが、私と彼との出会いだった。







　デジフォト部の活動は、想像以上に楽しかった。

　写真を撮ることに夢中になったのもあるが、こんなにも心が躍ったのは、保刈先輩の存在が大きい。

　初対面の印象通り、保刈先輩は優しくて面倒見がいい人だった。写真の撮り方や、レフ版の使いかたなんかはもちろん、学科の勉強についても親身になって教えてくれた。

　彼と話すのが楽しくて、私はいつの間にか、保刈先輩に会うためにデジフォト部に通うようになっていた。

　学年が変わって二年生になる頃には、憧れは恋心へと変わっていた。

　けれど、心地よい今の関係を崩したくなくて、なかなか気持ちを伝えることができなかった。




　その日はデジフォト部の撮影の日だった。

　部員の皆で高尾山に撮影に行って、その帰りに居酒屋に集まって飲み会をする。

　撮影のあとにこうして集まって食事するのは、恒例のことだ。

　けれども珍しいことに、いつもは決して深酒しない保刈先輩が、ハイペースでお酒を飲んでいる。

「保刈先輩、顔が赤いですよ。ちょっと飲みすぎじゃないですか？」

「そうかな？　これくらい平気だよ」

　ハイボールのジョッキを空にしながら、据わった目で先輩が言った。

　先輩が二十歳の誕生日を迎えてから、飲んでいるところは何度か見たことがあるけれど、こんな風に酔っているのは初めてだ。

「いや、飲みすぎだろう。ほら、もうお開きだ。店出るぞ」

　飲み放題の時間が終わって、部長が保刈先輩に声をかける。

　先輩は頷きながら立ち上がるけれど、その足元は少しふらついていた。

「保刈が酔うなんて珍しいな。織部、悪いけど保刈を駅まで送ってやってくれないか？」

「分かりました」

　部長に頼まれて、私は保刈先輩と一緒に駅へと向かうことにした。

　元々、保刈先輩とは使用する路線が同じなのだ。

　居酒屋の前で解散してから、私は赤い顔でぼうっとしている先輩に声をかけた。

「先輩、駅まで歩けますか？」

「大丈夫……だと思ってたんだけど、少しだけ目が回るかも」

　額を手で押さえながら、先輩は申し訳なさそうに私を見た。

「向こうにベンチがあるから、少し休んでから帰るよ。遅くなっちゃうし、織部さんは先に帰っていていいから」

「終電にはまだまだ余裕がありますから。私もつきあいますよ」

　気遣う先輩をベンチに座らせて、私は近くにあった自販機で水を購入する。

　ペットボトルの蓋を開けて先輩に手渡すと、彼はごくごくと水を飲んだ。

「あー、情けないな。後輩に迷惑をかけるなんて」

「気にしないでください。いつも私が世話になってるんですから。でも、珍しいですよね。先輩、いつもちゃんと制限して飲んでいるのに」

「ちょっと飲みたい気分だったんだ。でも、反省したよ。お酒に逃げてもいいことなんてひとつもない。君に情けないところ見られちゃったし」

　酔いを醒まそうとしてるのか、先輩はまた数口水を口に含む。

　先輩には悪いけれど、いつも完璧で隙を見せない先輩がこんな風に弱っている姿を見れて、私はなんだか得をした気分だ。

「お酒に逃げたいようなことがあったんですか？」

　尋ねると、先輩は目を伏せて自分の手元に視線を移した。

「昨日、高校の同窓会があったんだ。そこで、元カノに会って、当時の嫌だったことを思い出しちゃって」

　先輩の恋愛絡みの話を聞くのは初めてだ。

　先輩がどんな相手とつきあっていたのか、どうして別れてしまったのか、気になった。

「別れた原因とか、聞いてもいいですか？　もちろん、言いたくないなら話さなくて大丈夫ですけど。話せばスッキリすることもあるかもしれませんし」

「よくある話だよ。彼女の嫉妬というか……束縛がひどくなってきて。あれはやめて欲しいとか、異性がいる集まりには行くなとか。そういうのが続いて、嫌になっちゃって」

　先輩は高校時代、学校外部の写真サークルに所属していたらしい。

　けれどもそこに女性のメンバーがいたため、彼女がサークルに向かうのを嫌がったのだとか。

　女性メンバーと先輩は特別親しいわけでもなかったのだが、その場に女性がいるというだけで不安になってしまったらしい。

　彼はため息を吐いてから、自嘲した。

「つきあう以上、ちゃんと相手を大事にしようって思っていたんだけど。あんまり言われると、なんだか信用されていないような気がして」

　それは、なんとなく分かるかもしれない。

「そのうち、段々と彼女を最優先にしたいって気持ちも薄れちゃって。彼女の言葉を無視してサークルに行ったりもした。それで、別れる前は喧嘩ばかりだったんだ」

　先輩は罪悪感に歪んだ顔をしたが、私は彼の言葉に首をかしげた。

「それは、悪いことなんでしょうか？」

「彼女が嫌がることをするのは、悪いんじゃないかな」

「でも、先輩は浮気していたわけじゃないですよね。女性がいるっていうだけで行動を制限されたら、色々と大変だと思うんですけど」

　先輩は気配りができる人だし、優しい。

　それに、先輩が純粋に写真が好きなのだということは、見ていればすぐに分かる。

　そんな彼が、不誠実なことをするとは思えないのだ。

「恋人だからって、相手の全てを思い通りなんてできないと思います。彼女が嫌がるからって、したいことを全部我慢していたら苦しくなって当然ですよ」

　もちろん、ある程度相手に合わせるのは大事だと思う。

　けれども、片方がずっと我慢していては、嫌になってしまっても仕方がないのではないか。

　私がそう言うと、先輩は赤い顔でじっと私の顔を見つめていた。

　彼の目が熱を帯びているように見えて、私は誤魔化すように頬を掻く。

「偉そうなことを言ってすみません」

「いや……ううん、なんだか、気が楽になった」

　先輩は慌てて私から視線を逸らして、ペットボトルに残った水を飲み干した。

「彼女とのことは、終わったことだからもういいんだ。ただ、なんていうか……今さらになって、当時の彼女の気持ちが分かるようになってさ」

「相手を束縛したいって気持ちがですか？」

「そう。好きな人が他の異性と一緒にいるって思ったら、不安でたまらなくなる気持ち。彼女も当時こんな感覚だったのかなって思ったら、申し訳なくなっちゃって」

　赤らんだ顔で切なげに目を細める先輩を見て、胸の奥が苦しくなる。

　そんな風に思うようになったってことは、先輩には好きな人がいるのだろうか。

「好きな人がいたら、不安になったり嫉妬するのは当たり前だと思います。でも、だからって束縛しすぎるのは違うと思いますけど……。そういうのって、お互いの譲り合いなんじゃないでしょうか。相手を心配させないようにするとか、嫉妬してしまっても、相手に非のないことなら気にしないようにするとか」

　思ったことをつらつら告げると、先輩は感心したように頷く。

「そうかもね。……君の恋人になる人は幸せだろうな」

「まさか！ というか、こんなことを言っておいて、私はまだ恋人ができたことがないんです。なので、私の意見なんて、全然参考にならないと思います」

　速くなった鼓動を悟られないように、私はぶんぶんと首を振った。

　偉そうなことを言ったが、私も先輩の彼女だった人の気持ちが少し分かる気がする。

　先輩に浮気する気持ちがなかったとしても、きっと、勝手に周囲の女の子が彼のことを好きになってしまうのだ。

　だからこそ、余計に束縛したくなったのかもしれない。

「くだらない愚痴につきあってくれてありがとう」

　先輩は私に向かって微笑むと、空になったペットボトルを潰して立ち上がる。

　少し休んで水を飲んだからか、もう彼の足はふらついてはいなかった。

「そろそろ帰ろうか。駅まで送る──いや、送ってもらうのは俺のほうか」

　苦笑する先輩の隣に並んで駅まで歩く。

　こうして彼と一緒にいられる些細な時間が幸せだった。







　先輩が酔ってしまった飲み会から三カ月が経過して、季節は冬になっていた。

　もうすぐ冬休みがやってくる。けれども、その前に浮かれるなと言わんばかりに中間テストがあるのだ。

　私は部室にこもって、授業ノートとにらめっこしながら、演習問題を解いていた。

「……分からない」

「ああ、それは極座標形式に変換するんだから、こっちの式を使うんだよ」

「ああ、そうか。なるほど」

　シャーペンを回しながら唸っていると、保刈先輩が横から助け舟を出してくれた。

　教えてもらった公式を見ながらどうにか問題を解いて、私はふぅっと大きく息を吐く。

「うぅ、公式が多すぎて頭がパンクしそう」

「電子回路のテストは、毎年似たような問題が出題されるみたいだから。明日、過去問を持ってきてあげるよ」

「先輩は神様ですか。助かります、ありがとうございます！」

　保刈先輩に教えてもらいながら、どうにか演習問題を解き終わる。

　大変だったけれど、次のテストはどうにかなりそうだ。

　凝り固まった肩をうーんと伸ばしていると、目の前にパックのジュースがコトンと置かれた。

「お疲れ様。これ、どうぞ」

「いいんですか？」

「お歳暮で貰ったけど飲まないからって、実家からジュースがいっぱい送られてきたんだ。せっかくだから部の冷蔵庫にもおすそ分けしようと思って、持ってきた。いっぱいあるから遠慮しないで」

「そういうことなら、ありがたく頂きます。でも、先輩にはいつも助けてもらってばかりで。今度、私からも何かお礼をさせてくださいね」

　先輩に感謝して紙パックにストローを刺す。少し酸味のある甘さが、勉強で疲れた身体に染みるようだった。

「お礼なら今度、撮影につきあってくれないかな。六義園で写真を撮りたいって思ってるんだけど、ひとりで行くのも味気なくてさ」

「もちろんです、ぜひお供させてください！」

　間髪入れずに答えると、先輩が嬉しそうに目元を和らげた。

「じゃあ、中間テストが終わった次の土曜日。十一時に駒込駅で待ち合わせでどう？」

　尋ねられて、私は慌ててスケジュールを確認する。

　予定がないのを確かめてから、大丈夫だと頷いた。

「それじゃあ、約束ね」

　先輩に誘われたのが嬉しくて、私は間髪入れずにスマホにスケジュールを入力する。

　こんな風に、個人的に撮影に誘われたのは始めてだ。

　もしかしてこれって、デートなのかな。

　思わず頬が緩んでしまいそうになったが、先輩に変に思われてはいけないと、私は慌てて表情を引き締めた。




　勉強が終わって私は先輩よりも先に部室を出た。

　夕日で赤く染まった校内を浮かれながら歩いていると、背後から突然呼び止められる。

「織部さん！」

　名前を呼ばれて振り返ると、背の高い男性が私に向かって手を振っていた。

　彼はたしか、園その田ださんだ。同じ電気工学科の三年生で、保刈先輩の知り合いらしい。先輩と一緒にいるときに挨拶をしてから、こうして顔を見るたびに話しかけてくれる。

「お疲れ様です、園田さん。今帰りですか？」

「中間テスト前だから、学校に残って勉強してたんだ」

　同じ理由で残っていたのだと知って、私は相好を崩した。

「どの学年もこの時期は大変なんですね。保刈先輩は勉強していませんでしたけど」

　保刈先輩は今日も部室に来ていたが、私に教えてくれるだけで、自分の勉強をしている様子がなかった。

　その前のテストのときだって、勉強しているところを見たことがない。

　それなのに、保刈先輩は毎回きちんと単位を取得しているのだ。

「あいつは普段から予習復習をしてるから、平気なんだと」

「なるほど、さすがですね」

　テスト前になって焦る私と違って、普段からきっちりコツコツ勉強しているんだろう。

　私が保刈先輩に感心していると、園田さんはそわそわと落ち着かない様子で私を見つめる。

「織部さん、電車通学だよな？　駅まで一緒に行こう」

「え？　あ、はい」

　改まって誘われると少し身構えてしまうが、断るのも角が立つ。

　保刈先輩を待って一緒に帰れば良かったなと思いながら、私は園田さんと並んで帰路についた。

　園田さんはよく喋る人だ。彼の言葉に相槌を打ちながら数分歩くと、駅が見えてきた。

　乗る路線が違うから、彼とはここで別れることになるだろう。

「織部さん、もう少しだけつきあってくれない？　……話したいことがあるんだ」

　別れの挨拶を私が告げる前に、彼はそわそわと落ち着かない様子でそう切り出した。

「いったい、なんの話でしょうか」

「その、保刈について聞きたいんだけど」

　保刈先輩についての話？

　気になった私は、やってきた電車を見送って彼の話につきあうことにした。

　立ち話もなんだからと言われて、駅前に置かれたベンチに腰かける。

「それで、保刈先輩についての話ってなんでしょうか」

「もしかしてなんだけど……織部さんって保刈とつきあってる？」

「ま、まさか、違いますよ！」

　私は慌てて否定した。

　もしそうだったら嬉しいけれど、あいにく、私の片想いなのだ。

　嬉しい誤解に私がもじもじしていると、園田さんは質問を続けた。

「じゃあ、織部さんは他に恋人がいたりする？」

「いません、けど……」

　保刈先輩に関する話題だと思っていたのに、突然私のことを尋ねられて困惑する。

　園田さんはほっと息を吐き出してから、真剣な表情で私を見つめた。

「じゃあさ、俺の彼女になってくれないかな」

　思ってもみなかった告白に目を丸くした。

　私が目を見開いていると、園田さんは言葉を続ける。

「初めて見たときから、織部さんのこと、いいなって思ってたんだ。俺とつきあって欲しい」

　つきあって欲しいと言われて、浮かんだのは喜びではなく困惑だった。

　園田さんが私に好意を抱いていたなんて、気づかなかった。

　たしかに彼は私によく話しかけてくれたけれど、友人というほど親しくもなく、互いに知り合いという程度の距離だったのだ。

「すみません。私、好きな人がいるんです」

「それって、保刈？」

「……はい」

　園田さんの気持ちに応えることはできない。

　断るのであれば、できるだけ誠実に対応したいと、私は正直に頷いた。

　彼は納得したようにあーっと低い声を出す。

「そっか。いや、そうだよなぁ。やっぱり保刈か」

「もしかして、分かりやすかったですか？」

　やっぱりと言われて、気持ちに気づかれていたのかと驚く。

「なんとなくね。でも、残念だ。……彼氏は無理でも、友だちって感じでこれからも声をかけていいかな？」

「はい、それはもちろん」

　私が笑顔で頷くと、彼は複雑そうな顔で笑った。

「じゃあ、俺は帰るよ。引き留めちゃってごめんね。話を聞いてくれてありがとう」

　駅の改札へと消えて行く園田さんの背中を、私は黙って見送った。







　すぐに後を追うのも気まずくて、ベンチに座って時間をやり過ごす。

　大学に入ってから、こうして男の人に告白をされる機会が増えた。

　それは容姿や性格の問題ではなく、環境の変化が原因だと思う。

　高校時代は、友人といえば女の子ばかりだったし、男性と喋る機会が少なかった。

　けれども今は、男性ばかりの学科だし、異性の友人だって何人もできた。

　そうして親しくしていると、時々、好意を伝えてくれる人がいる。

　……恋人かぁ。

　私はまだ誰とも交際したことがないし、正直、恋人に憧れる気持ちはある。

　保刈先輩のことを好きになる前だったら、告白されてそのままつきあうこともあったかもしれないけれど、もう他の人なんて考えられない。

　だからといって、保刈先輩に告白する勇気も出ないんだけど……。

「お疲れ様。また会ったね」

「っ、保刈先輩⁉」

　ベンチに座って考え事をしていると、駅舎の影から滑るようにして保刈先輩が現れて、私は目を見張った。

　もしかして、さっきの告白を聞かれた？

「せ、先輩、いつからそこにいたんですか？」

「君が帰ったすぐあとに、俺も部室を出たんだ。速く歩けば、追いつけるかなって思って」

　ってことは、私の後ろを追いかけていたってこと？

　焦りと緊張で鼓動が速くなる。

　さっき私は、園田さんに保刈先輩を好きなことを伝えてしまったのだ。

　もしそれを聞かれていたら、どうしよう。

「あの……さっきの話、聞こえていましたか？」

「さっきって、園田と話してた内容？」

　聞かれていたのかと、血の気が引いた。

　保刈先輩は探るように私の表情の変化を見ている。

「大丈夫。距離があったし、会話の内容は聞こえていないよ。ただ、ずいぶん真剣な顔で話してるなって思っただけ」

「そ、そうですか。良かった」

　保刈先輩に気持ちを知られていないと分かって、私は胸を撫でおろす。

「気になる反応だね。もしかして、俺に聞かれるとまずい話でもしてた？」

「え、いや、ええっと」

「当ててあげようか。……園田に、告白された」

「っ！」

　私が息を呑むと、保科先輩は「当たりだね」と苦笑した。

「織部さんは素直で分かりやすいね」

「どうして分かったんですか？」

「園田が君を気にして、俺に探りを入れていたからね」

「そ、そうだったんですね」

　聞かれていたのではないかと疑ったが、違ったようで私はほっと息を吐く。

「それで、なんて答えたのか聞いてもいい？」

「断りました。……その、好きな人が……いるので」

　保刈先輩に誤解して欲しくなくて、私は園田さんの告白を断ったことを伝える。

　先輩の反応が知りたくて、別に好きな人がいることも告げた。

　先輩は私の好きな人を気にしてくれるだろうか。

　ドキドキと鼓動が速くなる。

「そう。織部さん、好きな人がいるんだ」

　私は少しの感情の変化も見逃すまいと、注意深く彼を見つめた。

　けれども、保刈先輩は涼しい顔をするばかりで、感情が乱れている様子がない。

　やっぱり、先輩にとって私って、眼中にないのかな。

　肩を落としたけれど、続く彼の言葉に驚く。

「それって、同じ学科の同級生とか？　寺てら坂さかくんだっけ。一緒にランチしてた子がいたよね」

「ち、違います！」

「じゃあ、小お野のくんかな。風邪で欠席したときに、ノートを借りてた」

「それも違います！　っていうか、先輩。私の人間関係に詳しくありませんか？」

　たしかに寺坂くんも小野くんも、学科の中では親しくしている友人だ。

　一緒にお昼を食べたことも、ノートを借りたことも、保刈先輩に話した記憶はある。

　かなり前の出来事なのに、よく覚えているものだ。

「君が話してくれたことは覚えてるよ。でも、そう。ふたりとも違うんだ」

　先輩は相変わらず涼しい顔をしているが、それならば誰だと探るような様子である。

　……これはもしかして、脈があるのではないだろうか。

「先輩、私が好きな相手が気になるんですか？」

「気になるって言ったら、教えてくれる？」

　駆け引きめいたやり取りに、ドキドキする。

　このまま、先輩が好きですと言ってしまおうか。

　だけど、気持ちを打ち明けてしまって、そんなつもりじゃなかったと言われるのが怖い。

　今の関係が崩れてしまうのは嫌だ。

「せ、先輩の好きな人を教えてくれたら、言います」

　告白する勇気が出ない私は、そんな風に言葉を濁す。

　いないと言われたら、なら教えないと言えばいい。

　別の人の名前があがったら、誤魔化そう。

　そんな風に卑怯なことを考える私の目を、先輩は真っすぐに見つめた。

「君だよ」

「え？」

　あっさりと告げられて、私は聞き間違いをしたのではないかと耳を疑う。

「俺が好きなのは君だよ。言ったら、織部さんの好きな人も教えてくれるんだよね？」

　再度はっきりと告げられて、急に顔が熱くなる。

　果たして、これは現実なのだろうか。

　自分に都合のいい夢を見ているだけなのではないか。

「ほ、本当に私が好き、なんですか？」

「好きだよ。じゃなきゃ、あんな頻繁に部室に通ってない」

「え？」

　写真部の部室は、部員に自由に開放されている。

　部室に通う義務はないし、用があるときだけ部室の機材を使えばいいのだ。

　だから、部員でも毎日部室に通う人はほとんどいない。

　けれども、保刈先輩も私も、用もないのによく部室にやってくる部員だった。

　私は保刈先輩目当てに通っていたのだけれど、先輩はただ部室の居心地がいいから利用しているだけなんだって思ってた。

　そっか。先輩も同じだったんだ……。

　じわじわと喜びが湧き上がってくる。

　両想いなのだと分かって、急に世界が色づいたような気がした。

「わ、私も、保刈先輩のことが……」

　気持ちを伝えたいのに、上手く言えなくて言葉に詰まってしまう。

　それでも、先輩はきちんと受け取ってくれたらしい。

　ふわりとした、花が綻ぶような笑顔を私に向けてくれる。

「君が好きな相手は、俺ってことであってる？」

　こくりと首を縦に振ると、次の瞬間、私は先輩の腕の中にいた。

　突然抱きしめられて、ただでさえ忙しい心臓が、さらに激しく脈を打つ。

「すごく嬉しい」

　掠れた声で先輩が囁く。

　誰かとつきあった経験もない私は、こんなとき、どうすればいいのか分からなかった。

　上手く好きとは言えなかったけれど、どうにか気持ちを伝えたくて、私はぎこちない仕草で先輩の背中を抱き返す。

　先輩の体温が温かくて、身体中が満たされていくようだ。

　こうして、私と先輩は交際を始めることになったのだった。





　◇◇◇






　思えば俺は、今まで自分から誰かを好きになったことがなかった。

　恋人ができたことは何度かあるが、相手から告白をされて交際するケースがほとんどで、強烈にこの人が欲しいと思うような衝動を覚えたことがない。

　もちろん、交際するからには不誠実なことはしたくなかったし、今までの恋人だって、ちゃんと好きだと思っていた。

　けれども、別れようと言われれば、あっさりと受け入れられる程度の感情だった。

　嫉妬をした経験もない。だから俺は恋愛に関して淡泊な人間なんだろうと思っていた。

　それが違うと気づいたのは、織部さんを好きになってからだった。

　織部千歩は、同じサークルに所属する、ひとつ年下の女性だ。

　表情が顔に出やすくて、人から頼まれたことを断るのが苦手な子。

　誘いを上手く断れずに困っているところを助けたら、懐いてくれるようになった。

　その後も彼女が困っている場面に遭遇することが多く、そのたびに手助けをしていたからか、俺の中で彼女は守ってあげなきゃいけない後輩、という位置づけになっていた。

　お礼を言ってくれるときのふにゃりと下がった眉が可愛くて、気がつけはいつも、彼女が何かに困っていないかと気にかけている。

　この感情が恋だと自覚したのは、彼女が他の男に助けられているのを見たときだ。

　学食で昼食のトレイを運べなくなって困っていた彼女を偶然見つけたとき、手伝ってあげようと前に出た。

　けれども俺が声をかける前に、近くにいた彼女の友人らしき男がトレイを運んでやって、織部さんにお礼を言われていたのだ。

　そのまま一緒に昼食を食べ始めたふたりを見て、俺はどうしようもなく不快な感情に襲われた。

　彼女を助けるのも、彼女に礼を言われるのも、俺だけでいい。

　自分の中に渦巻く、どろどろとした独占欲に気づいて驚く。

　彼女に対する感情は、今まで恋愛だと思っていたものとまったく違う。

　織部さんの動向が気になって、何をしてしても常に彼女のことが脳裏を過る。彼女が他の男と話しているのを見るだけでイライラとして、落ち着かない気持ちになるのだ。

　恋人にも抱いたことがない激しい感情を、俺は扱いかねていた。




　いったい、俺は何をしているのか。

　前を歩く織部さんと園田を見つめながら、俺は心をなだめようと、深い呼吸を繰り返す。

　園田は以前から、織部さんのことを気にしているような言動を繰り返している。

　今だって、彼女と並んで歩く園田の姿は浮かれきっていた。

　織部さんは園田の言葉に何度も頷いて、遠くに俺がいることに気づいてもいないようだ。

　そもそも、どうして園田と織部さんが一緒にいるのか。

　おそらくは園田が強引に誘って、織部さんが断れなかったのだろうが、俺以外の男と並んで歩く織部さんを見るだけで、焦りと苛立ちのような感情が湧いてくる。

　そもそも、織部さんは警戒心が薄すぎる。

　園田みたいに下心が見えている相手とふたりきりになるなんて……などと思うが、隙あらば彼女とふたりになろうとしている俺が言える言葉ではない。

　そもそも、恋人でもない俺には嫉妬する資格さえないのだ。

　ならばとっとと告白すればいいのだが、もしも断られたと思うと、なかなか動けずにいる。

　脈がないわけではないと思う。今日だってふたりで出かける約束を受け入れてもらえたし、織部さんからの仄かな好意を感じることもある。

　けれど、ただの先輩として慕われているだけという可能性だってあるのだ。

　できればもっと俺のことを意識させて、確実にいけると思ってから動きたい。

　なんて思っていたけれど、悠長に構えている暇なんてないのかもしれない。




　前を歩くふたりが駅についた。そのまま別れるのかと思いきや、園田が織部さんを誘って駅舎近くのベンチへと座る。

　ふたりの声は届かないが、園田は何やら真剣な表情だ。

　もしかして、告白しているのかもしれない。

　今すぐ駆けだしてふたりの邪魔をしたい衝動を、俺は必死で抑え込んだ。

　嫉妬という感情は、醜いものだ。

　過去に嫉妬心から恋人に束縛された経験がある俺は、嫉妬をぶつけられるのは、相手の迷惑になると知っている。

　織部さんにだけは嫌われたくない。

　余裕のある、頼れる男だと思われたい。

　だからこそ俺は、彼女を俺に縛りつけて独り占めしたいという醜い欲を、心の奥深くへと押し込んだ。







２章 結婚まではダメ








　私と先輩が恋人になって、二年が経過した。

　私は先輩のことを夕弦さんと呼ぶようになって、夕弦さんは私を千歩と呼び捨てる。

　夕弦さんと交際してからは、楽しくて幸せな日々だった。

　夕弦さんは優しいうえに、いつだって私をリードしてくれる。

　決めるのが苦手な私のためにデートプランを考えてくれたり、趣味である写真の穴場スポットを見つけてきてくれたり。

　本当に、私には勿体ないくらいの恋人だ。

　夕弦さんと過ごす日々になんの不満もなかったけれど、私たちの交際にはひとつだけ問題があった。







「え、あんたたち、まだセックスしてないの？」

「わーっ、唯ゆいちゃん、声が大きい！」

　カラオケの個室であらぬ単語を口にした友人に向かって、私はしぃっと人差し指を立てた。

　唯ちゃんは別の大学に通っている、高校からの友人のひとりだ。

　私と違って背が高く、大人っぽくて、四つ年上の彼氏がいる。

「つきあってもう、二年だったよね？　一度もそういう空気にならないの？」

「一度もってわけじゃないんだけど……」

　交際してから半年くらい経ったとき、先輩の家でそういう空気になったことはある。

　キスをされて身体に触れられて──けれど私は、途中で彼を拒んでしまった。

「何が嫌だったの。触れ方が下手だったとか？」

　あけすけな唯ちゃんの言葉に、私はぶんぶんと首を横に振る。

「そんなんじゃないよ。ただ、なんていうか、怖くて」

　初めては痛いって聞く。それに、避妊したって妊娠する可能性はゼロじゃないらしい。

　それに、自分の身体にだって自信がない。

　上手くできなくて、幻滅されたらどうしようって怖い。

「拒んで気まずくならなかった？」

「それが、全然。結婚するまでしたくないって言ったら、自分を大切にするのはいいことだと思うって、笑ってくれて」

　それ以降、私の言葉を尊重してくれているのか、そういう空気になったことがない。

　私がそう言うと、唯ちゃんは驚いたように目を丸くした。

「千歩の彼氏って、聖人？」

「優しい人ではあるけど。でも、普通って怒るのかな？」

「うーん。怒りはしないかもだけど……あっさりは引き下がらないんじゃない？」

　唯ちゃん曰く、男性は女性よりも性欲が強いものなのだとか。

　でも、それはなんとなく分かる。そういうコンテンツだって、男性向けの方が多いし。

「千歩は本気で結婚までしないつもりなの？」

「うーん……夕弦さんが、それでいいって言ってくれるなら」

「我慢してるだけかもよ？」

「でも、そういう素振りもないんだよね」

　夕弦さんはいつも優しくて穏やかで、少し本心が見え辛いところがある。

　もし我慢しているのだとしても、私では見破れそうにない。

「まあ、性欲が薄い男だっているしね。ふたりがいいなら問題ないんだろうけど」

　唯ちゃんはそう言って、ドリンクの氷をカランと鳴らした。

「千歩はそれでいいの？　したいって思わない？」

「私は……やっぱり、ちょっと怖いし」

　このままでいいのか、不安に思う気持ちもある。

　夕弦さんと結婚したい気持ちもあるし、彼とならシても構わない気もする。

　だけど、行為に対する忌避感は消えない。

　性行為って私にとっては未知のものだし、中にはそれが原因で破局するカップルもいるらしい。

　避けられるものなら、避けたいのだ。

「初めてだから身構えてるだけだと思うけどなぁ」

　そうなのかもしれない。

　一回経験してしまえば、こんなものかって気楽になれるのかも。

　だけど、その一回が難しいわけで。

「今度、彼氏と旅行に行くんでしょ？　そのときにチャレンジしてみたら？」

　気軽な唯ちゃんの言葉に、私は曖昧に頷いたのだった。










「うわぁ、素敵なホテル！　窓から海が見える」

「千歩の内定祝いだからね。ここのところ、就活で忙しくてなかなか会えなかったし」

　今日、私は夕弦さんと沖縄旅行に来ていた。

　一足先に大学を卒業した夕弦さんは、誰もが知ってる家電メーカーに就職した。詳しくは聞いていないけど、教授からの推薦があったのだとか。

　恋人になってから、夕弦さんはデート費用を全て出そうとしてくれる。

　お互いに学生だった頃は、隙をみて私も支払っていたのだけれど、就職してからは少しも支払わせてはくれない。

　来年からは私も社会人になるし、少しは返していければいいんだけど。

　夕弦さんが予約してくれたのは、海に面したホテルだった。

　バルコニーにはデイベッドが設置され、客室にはゆったりとしたソファーまである。

　泳ぐには少し早い季節なのだけれど、浜辺を散歩するだけでも気持ち良さそうだ。

　部屋の中央には大きなベッドがふたつ置かれている。

　そう、ツインルームなのである。

　結婚するまでしたくないという私の言葉を受けて、夕弦さんはきちんと一線を守り続けてくれている。夕弦さんの部屋に泊まっても、こうしてふたりで旅行にきても、健全にひと晩を終えていた。

　今日だって、する気はありませんとばかりにツインルームの予約である。

　自分で言い出したことだし、私はそれで構わないのだけれど、夕弦さんに不満はないのだろうか。

　一度聞いてみたことがあるのだけれど、「性欲のためにつきあってるわけじゃないし、一緒にいられるだけで満足だから」と穏やかな笑顔で返されてしまった。

　男性は女性よりも性欲が強いって唯ちゃんが言っていたけど、夕弦さんには当てはまらないのかもしれない。




　ホテルで沖縄料理を楽しんだあと、私たちは部屋に戻ってルームサービスのワインで乾杯をした。

　グラスを空にしてから、ソファーに並んで座ってまったりしていると、夕弦さんがおもむろに話題を切り出した。

「早めに就職先が決まって良かったね。他にもいくつか内定貰ってたと思うんだけど、どうしてそこを選んだの？」

　私が就職先に選んだのは、電気施工管理会社の電気設備設計の仕事だった。

「設計の仕事ならどこでも良かったから悩んだんだけど、説明会のときに偶然園田さんに会って、内情を色々教えてもらえたの。残業は納期前だけでそこまで多くないとか、有給が取りやすいとか、転勤はほとんどないとか」

　リクルート情報だけでは、会社の内情を知ることはできない。

　実際に働いている人の声を聞けたのが、安心材料になったのだ。

　私がそう言うと、夕弦さんがほんの少し眉を寄せた。

「待って。説明会に園田がいたの？」

「知らなかったんだけど、園田さんもその会社で働いてるみたい。説明のほとんどは人事の人だったんだけど、若手社員が感想を言うってことで園田さんも呼ばれたんだって」

　私がそう説明すると、夕弦さんはすごい偶然だねと相槌を打つ。

「内情を聞いたってことは、説明会のあとに話したってことだよね」

「うん。この会社に興味あるなら、内情を教えてあげるって言われて。喫茶店で少し話しただけだよ？」

　園田さんには、過去に告白をされている。

　だけど、そのあとすぐに夕弦さんとつきあうことになったし、本人から友人として接してくれと言われてからは、アプローチされたことはない。

　園田さんが卒業してからは会うこともなかったし、説明会で再会するまでは、就職先も知らなかったのだ。

「もしかして、名刺とか貰った？」

「うん。相談があったらいつでも連絡してって言われて、貰ったけど……ダメだった？」

　もしその会社に就職するなら、先輩になるのだ。

　名刺を受け取るのが自然だと思ったし、名刺を貰っただけで、こちらから連絡を取ったことはない。

「園田はまだ君に興味があるんだよ。だから、そうやって親切にしてる」

「夕弦さん、もしかして怒ってる？」

「怒ってるって言ったら、俺を宥めてくれるの？」

　夕弦さんは不穏な雰囲気を漂わせながら、突然私に口づけた。

　ふにっと、柔らかな唇が重なる。

　夕弦さんとのキスは初めてではない。

　軽い口づけなら会うたびにしているし、戯れるような柔らかで優しいキスは大好きだ。

　けれど、この口づけは優しさからはほど遠い。

　噛みつくような激しさで何度も唇を挟んだかと思うと、舌で唇を舐めとられる。

「っん……ぅんん」

　呼吸のために開いた隙間から、今度は口内に舌がねじ込まれた。

　夕弦さんの舌は生き物のように動き、私の歯列をなぞったかと思えば、私の舌に絡みつく。

　夕弦さんはやはり、怒っているのかもしれない。

　そう思わせるような荒々しい口づけだった。

　口を閉じることができなくて、唇の端から唾液が零れる。

　すぐ近くにある夕弦さんの目は欲情に濡れていて、こんな彼を見るのは初めてだった。

「夕弦さ……んんんっ」

　名前を呼ぶ声は唇で塞がれる。

　押されるように身体が傾いていって、後頭部がソファーのひじ掛けに当たった。

　いつの間にか夕弦さんは、私の上に馬乗りになっている。

　彼を押しのけようと腕を伸ばせば、抵抗を封じるように両手を頭の上で拘束されてしまった。押し返そうとしても夕弦さんの身体はびくともしなくて、普段、どれだけ彼が手加減して私に触れてくれていたのかを思い知る。

　舌を絡めるたびに先ほど飲んだアルコールの香りがして、くらくらした。

　乱暴に押し倒されるのは少し怖い。

　だけど、いつも私には優しい顔しか見せない夕弦さんが、本心を見せてくれているのだ。

　夕弦さんになら、このまま奪われても構わない。

　そう思って、全てを受け入れようと目を瞑るが、突然ふっと身体が軽くなった。

　強い力で押さえつけられて浮いた腕が解放されて、唇が離れていく。

「──なんてね。ごめん、びっくりした？」

　その言葉に目を開けると、そこにはいつもと同じ、穏やかな笑みを浮かべた夕弦さんがいた。

　彼は優しく私をソファーから抱き起こすと、どこか不安そうな様子で笑う。

「君が園田と同じ場所で働くのかと思ったら、嫉妬しちゃった。怖がらせちゃったかな？」

「う、ううん。怖くなかったけど……」

「本当？　なら、良かった」

　ほっと息を吐き出した夕弦さんからは、先ほどの剣呑な空気が消えている。

　どれが彼の本音か分からなくて、私は困惑してしまう。

「夕弦さんは、私が園田さんと同じ会社で働くのは反対？」

　内定は貰ったけれど、まだ承諾の返事はしていない。

　条件的にその会社が一番だと思っただけで、他にも気になる会社はある。

　仕事内容はどの会社も似た感じだし、夕弦さんが不安になるなら変えても構わない。

「ごめん、反対してるわけじゃないんだ。千歩には一番いいと思った企業に入社して欲しいって思ってる。まあ、園田にはあまり気を許さないでいてくれると嬉しいけど」

　それは本心からの言葉なのだろうか。

　私は探るように夕弦さんを見つめるけれど、穏やかな笑顔からはもうなんの感情も読み取ることはできなかった。

「今日は遅いし、そろそろ眠ろうか。明日は沖縄観光しなきゃいけないしね」

　夕弦さんはソファーから立ち上がると、ふたつあるうちの片側のベッドへと歩いていく。

　このままでいいのだろうかと、私は少し不安になった。

「あの……夕弦さん。その、一緒に眠らなくていいの？」

　先ほど私を押し倒した彼は、抱きたいと欲情しているように見えた。

　夕弦さんがしたいのなら、我慢はさせたくない。

　遠回りにしてもいいと告げると、彼は驚いたように目を瞬いてから苦笑した。

「ごめん。俺が押し倒したから不安にさせたね。そりゃあ、千歩とそういうことをしたいけど、俺はそれ以上に千歩を大事にしたいんだよ。千歩が結婚するまでしたくないって言うなら、俺はその意志を尊重したい」

　夕弦さんはそう言うと、優しく私にキスをした。

　先ほどの奪うようなキスとは違う、触れるだけの優しい口づけ。

「おやすみ、千歩」

　優しい夕弦さんの笑顔を見ていると、先ほどちらりと見えた激情は幻だったのではないかと思えてくる。

「おやすみなさい、夕弦さん」

　挨拶をして、パチンと部屋の電気を消す。

　暗くなった部屋の中で、夕弦さんに掴まれた手首が熱を持ったような気がした。







３章 結婚式初夜








　大学を卒業して、私は結局、決めていたのと別の企業に就職をした。

　夕弦さんに気を使ったわけではなく、もっといい条件の企業と縁を結ぶことができたからだ。

　夕弦さんとの交際は、大学を卒業したあとも続いている。

　まだ仕事に慣れずに、ミスをしてしまって落ち込んだときに慰めてくれたり、仕事で行き詰まっていたときに気晴らしに連れ出してくれたりと、相変わらず夕弦さんは私に対して甘くて優しい。

　仕事に慣れるのに必死だった一年目が終わり、二年目の秋に差し掛かった頃、私は夕弦さんにプロポーズをされた。

　就職したばかりで結婚には早い気はしたけれど、私は喜んで彼のプロポーズを受けた。

　私も夕弦さんと一緒になりたかったからだ。

　それに、今すぐに結婚するというわけでもない。式場の予約や新居のことも考えて、一年かけてゆっくりと準備して行く予定だ。

　私たちの関係は恋人から婚約者になって、私の左手の薬指には夕弦さんに貰ったエンゲージリングが光っている。

　夕弦さんと一緒に結婚準備をする日々は、とても楽しかった。

　賃貸にするか家を買うかを相談したり、一緒に物件を見て回ったり。

　ブライダルフェアに行って、コース料理を試食したり。

　仕事をしながら挙式準備や引っ越し準備をするのは大変だったけれど、それ以上に充実した毎日で、あっという間に一年が経って挙式日がやってきた。




　今日はいよいよ、夕弦さんとの結婚式だ。

　挙式は都内のホテルで行うことにした。デザインがとても可愛らしいホテルで、挙式のあとは最上階にあるインペリアルスイートに泊まる予定になっている。

　南国風のお洒落な部屋は、ベッドに天蓋がついているのが面白い。

　早朝に区役所に婚姻届けを提出してからホテルにチェックインをして、部屋に荷物を置いたらすぐさま準備が始まった。

　挙式は正午からだけど、花嫁の支度には時間がかかるのだ。

　レースが美しいお気に入りのドレスを着て、プロの手によっていつもより丁寧にメイクしてもらった私は、きっと人生で一番綺麗な姿だろう。

　ブライズルームの鏡を見て仕上がりに満足していたけれど、迎えに来てくれた夕弦さんを見て自信が吹き飛んだ。

　淡いグレーのタキシードは、襟だけが少し濃い色になっている。すらりとした高身長に、クラシックな装いが実に似合っていた。整髪料で前髪をオールバックにしているのも、普段と雰囲気がまったく違って格好良い。

　童話に出てくる王子のようだと見惚れていると、彼は驚いたように目を丸くしてから、とても嬉しそうに微笑んだ。

「千歩、すごく綺麗だ。見惚れてしまって、すぐに声が出なかったよ」

　見目麗しい夕弦さんにそんなことを言われて、顔が熱くなる。

「それは私の台詞だよ。夕弦さん、とんでもなく格好良い」

「君にそう言ってもらえたなら、準備を頑張ったかいがある」

　夕弦さんは跪くように私の前で屈むと、恭しく私の手を取った。

「行こうか。今日の俺は、世界で一番幸せな男だ」




　重たい木造りの扉が開くと、真っすぐに伸びたバージンロードが見えて、招待客の拍手に包まれる。

　新郎側も新婦側も、参列席にはスーツの数が多かった。お互いに工学部出身なので、会社関係者はほとんどが男性なのだ。

　参列者に見守られながら、神様の前で永遠の愛を誓う。

　これからずっと、夕弦さんと苦楽を共にするのだ。

　愛しさと幸福に包まれながら、式はつつがなく終了した。

　そのまま披露宴と二次会を終えると、時刻はすっかり夜になっている。

　満ち足りた幸せな時間だったけれど、全てが終わる頃にはすっかり疲れてしまっていた。

　式場をホテルにしていて正解だった。

　これなら、すぐに部屋に戻って休むことができる。

　幸福な疲労感に包まれながら部屋へと戻ると、シャワーを浴びて備えつけのバスローブに着替えた。

　ソファーに座って、入れ替わりにシャワーを浴びに行った夕弦さんを待つ。

　……なんだか、すごく緊張してきた。

　私たちは何年も清い交際を続けてきたのだ。

　正直いって、このままでいいのか悩んだ時期もあった。

　夕弦さんに我慢させているのではないかとか、身体の相性も分からないうちに結婚してもいいのだろうかとか。

　けれども、私の意見を尊重して、ずっと約束を守ってくれていた夕弦さんの心が嬉しかった。

　無事に夫婦となった今、できるならば、身も心も彼に捧げたい。

　今日こそ名実共に夕弦さんと結ばれるのだと思うと、そわそわとして落ち着かない気持ちになる。

　無駄に部屋の中を歩きまわったり、冷蔵庫を開けたりしていると、シャワーを終えた夕弦さんが戻ってきた。

「お待たせ。喉渇いたの？」

「う、ううん。大丈夫」

　私は冷蔵庫を閉じると、緊張を誤魔化すようにへらりと笑った。

　そんな私の様子を見て、夕弦さんは苦笑する。

「緊張してる？」

「えっと……ちょっとだけ」

　誤魔化してみても、夕弦さんにはお見通しなのだろう。

　夕弦さんは私に近づくと、そっと背後から優しく抱きしめてくれた。

「本当だ。心臓、すごくドキドキしてる」

「仕方ないよ。でも、夕弦さんだって」

　私に触れている夕弦さんの鼓動も、私に負けないくらい速くなっている。

「俺は千歩に触れてると、いつもドキドキしてるから」

　甘い言葉に、嬉しさと恥ずかしさが同時にこみあげる。

「リラックスできるように、マッサージでもしてあげようか」

「マッサージ？」

「そう。慣れないヒールで、足も疲れているでしょ」

　夕弦さんとの身長差を埋めるために、私は今日、かなり高いヒールを履いていたのだ。

　普段は歩きやすさを重視して、踵の低い靴ばかり履いているから、ふくらはぎのあたりがパンパンに張っている気がしている。

「歩き方、おかしかった？」

「ううん。でも、疲れてそうな顔してる」

　夕弦さんはベッドの上にうつ伏せになるように指示を出す。

　言われるままにベッドに寝そべると、彼は自分の荷物をごそごそと漁った。

「あった、これこれ」

　そう言って取り出したのは、小さなオイル瓶だった。

「それ、アロマオイル？」

「そう。マッサージ用のボディオイルだよ。結婚式は緊張するし、疲れてしまう人も多いって聞いてたから、終わったあとに、千歩にマッサージしてあげようと思って、持ってきてたんだ」

　夕弦さんは瓶の蓋を開けると、オイルを掌に垂らす。

　とたん、金木犀の落ち着く香りがふわりと漂った。

「いい匂い」

「この香りが好きだって、前に言ってたでしょ」

　金木犀はたしかに好きだけれど、そんなことを言っただろうか。

　夕弦さんは私が覚えていない言葉まで拾って、こうして覚えてくれている。

「それじゃあ、足から解していくよ」

　ひとこと告げてから、夕弦さんはふくらはぎにオイルを塗った。

　少し冷たいオイルが、暖かな夕弦さんの掌で塗り広げられる。

「なんだか、擽ったい」

「すぐに慣れるよ」

　棒のように疲れていた足が、夕弦さんの手で揉み解されていく。

　強くも弱くもない丁度いい強さで、疲れが溶けていくようだ。

　特に疲れていたふくらはぎと足裏を中心に解されて、いつの間にか私の緊張もなくなって、リラックスしてしまっていた。

「すごく気持ち良い。夕弦さんってマッサージも上手いんだね」

「いつか千歩にやってあげようと思って、勉強してたんだ」

　膝から下を中心に揉み解してくれていた夕弦さんだったけれど、その部分のマッサージを終えたのか、手は太ももへと移動した。

　下着が見えるかどうかという際どい位置までバスローブを捲られて、太ももを丁寧に解される。ときおり彼の指が鼠径部に触れて、マッサージなのにエッチなことをされているような気分になって、ドキリとする。

「……んっ」

　足の付け根の際を彼の指が擦って、ドキドキと鼓動が速くなる。

　そのタイミングを見計らって、夕弦さんが唇を耳に寄せた。

「肩や腰も解したいから、これ、脱がせてもいい？」

　耳元でバスローブを脱がせる許可を求められる。

　湯上りの今、私は下着の上にバスローブという格好だ。

　これを脱いだら、夕弦さんに下着姿を晒すことになってしまう。

　……だけど、結婚したらって約束だったもんね。

　羞恥はあるけれど、今日は彼に全てを捧げるつもりでいるのだ。

　覚悟を決めて私が小さく頷くと、夕弦さんの手が私のバスローブを奪い去った。

　ベッドにうつ伏せたまま、下着だけの姿にされる。

　剥き出しになった背中に、夕弦さんはオイルを垂らした。

「ひぁ……」

「冷たい？」

「う、ううん、平気」

　足と同じように、夕弦さんの手が私の背中を解していく。

　凝っていた肩や二の腕を揉まれるのは心地良かったけれど、無防備な姿で夕弦さんの思うままに触れられているのだと思うと、ドキドキしてしまう。

　肩甲骨のあたりを解していた夕弦さんの手は、下着のホックを越えて、私の腰へと移動した。

「このあたりも凝ってそうだね。コルセット、苦しかったでしょ」

「そ、そうなの。料理、すごく美味しそうだったのに、ほとんど食べられなくて」

「今度、ここのレストランを予約するよ。一緒に食べに来よう」

　雑談を交わしながら、夕弦さんの親指がショーツのラインをなぞった。

　その手つきは厭らしいものではないのに、意識してしまっているせいで、妙に性的に感じてしまう。

　私と会話する夕弦さんは、いつもと同じ穏やかなトーンだ。

　マッサージをしているだけなら当然なのかもしれないけれど、下着姿にされた私は、マッサージではなく行為の前戯なのではないかと感じてしまっている。

　もしかして、ドキドキしてるのは私だけ？

　夕弦さんは、私のこんな姿を見ても、何も思わないのだろうか。

「マッサージ、交代しようか。夕弦さんも疲れてるでしょ」

「いいよ。俺はこうして、千歩に触れるのが嬉しいから」

　いたたまれなくなって私が提案するが、夕弦さんにあっさりと却下された。

「下着、オイルで汚れちゃいそうだし、取ってもいい？」

「それは……」

　私は返答に困って黙り込む。

　嫌ではないのだけれど、素直に頷くには恥ずかしい。

「ダメ？」

「い、いいから……その、いちいち、許可を取らないで……」

　私は枕に顔を埋めながら、蚊が鳴くような声で言った。

「それって、俺の好きにしていいってこと？」

　小さく頷くことで、夕弦さんの言葉を肯定する。

　けれどもその動きは夕弦さんに伝わらなかったのか、彼は私の耳元に唇を寄せた。

「ねぇ、千歩。ちゃんと言って？」

　言わなくても分かって欲しい。

　そう思ったけれど、夕弦さんは私から言葉を引き出したいらしい。

「……夕弦さんの、好きにして」

　羞恥で泣きそうになりながらどうにかそう告げると、夕弦さんは顔を朱色に染めて、手で口元を覆った。

「やばい。理性飛びそう」

　自分で言わせたくせにと思った瞬間、彼の指が下着のホックにかかる。

　パチンを留め具を外すと、夕弦さんは簡単にブラを抜き取ってしまった。

「こっちも、脱がせるよ」

　私の上半身を裸にさせたすぐあとに、今度は彼の指がショーツにかかる。

　今度は私の返事を待たずに、あっという間にそれを抜き取ってしまった。

　夕弦さんの前で全裸にされた私は、あまりの恥ずかしさに声を出すことさえできない。

「それじゃあ、マッサージの続きしていくね」

　羞恥で動けない私とは裏腹に、夕弦さんの声は余裕があるように聞こえた。

　冷たいオイルの感触がまた背中に落ちて、彼の手でゆっくりと塗り広げられていく。

　下着を取り去ったことで、彼の手は先ほどよりも大胆に動いた。

　指先が横胸を掠めて、かと思えば今度は臀部のあたりへと移動する。

　枕に顔を埋めたまま、視界が遮られている分、彼の指の動きに全身の神経が集中した。

　夕弦さんの動きはマッサージの範囲を出ていないのに、いつ彼の手が胸や秘部に触れてくるのかと、ドキドキして息を詰めてしまう。

「マッサージしてるのに、さっきより固くなってる」

　私の緊張をからかうみたいに、耳元で彼が笑った。

「だって、緊張しちゃう……」

「マッサージなのに？」

「夕弦さんの前で裸だし……それに」

「それに？」

　口ごもると、続きを話すように促される。

「好きにしていいって言ったのに、全然触れてこないから……」

　正直な気持ちを伝えてから、これでは触って欲しがっているようではないかと気づいて、顔が熱くなる。

　私の言葉を聞いた夕弦さんは、嬉しそうに頬を緩めた。

「触られるの、期待してた？」

「き、期待なんてしてない」

「そう？　でも……」

「ひゃっ！」

　喋りながら、夕弦さんの手が私の胸へと触れた。

　背中から回された手が探るように胸元を這って、先端へと辿り着く。

「ここは、硬くなってる」

「んぅ……」

　指先で胸の先端をコリコリと転がされる。

　慣れない刺激に口から小さな声が漏れた。

　夕弦さんが指摘した通り、私の胸の先はツンと立ち上がって硬くなってしまっている。

「こうして、触って欲しかった？」

「ひゃ、ぅん、違っ……あっ」

「違うの？　でも、俺はずっとこうして、千歩に触れたかったよ」

　切なげな声と共に、熱い吐息が耳朶を撫でる。

　労わるようなマッサージから一転、夕弦さんは私を追い詰めるように、執拗に胸を刺激し始めた。

　掌で胸全体を揉み解し、かと思えば、指で先端を摘まんで転がす。

　彼の掌にはマッサージオイルが残っていて、ぬるりとした感触が気持ち良い。

「あっ……んっ、やぁっ」

　夕弦さんの指が胸の先端に触れるたび、甘えるような声が口から漏れる。

　自分のものではないような、聴きなれない声に驚いて、私は口を閉じた。

「声、抑えないで。もっと聞きたい」

「だって、あっ、んっ……変な声」

「変じゃないよ、可愛い」

　こんな声が可愛いだなんて、嘘だ。

　なんだが動物の真似をしているみたいだし、それに、出したくて出ている声じゃない。

　私の脳裏に過ったのは、以前大学の飲み会で、酔っぱらった友人のひとりが放った言葉だった。

『彼女の喘ぎ声が、動物みたいで萎える』

　私の前では下ネタを控えてくれている友人たちだけれど、酒が入っていると、ときたまそういう方面の話題がでることもあった。

　酔っぱらった際に、とある男友だちが言っていたのだ。

　エッチの最中の声で、幻滅することがある、と。

　経験したことがない出来事だったし、そのときは聞き流したけれど、今になって身に染みる。

　こんなおかしな声、夕弦さんには聞かせたくない。

「んっ……っ……んん」

　私はぎゅっと唇を引き結んで、声を殺した。

　けれども夕弦さんは、容赦なく私の胸を攻め続ける。

　そのたびに声が漏れそうになって、焦りが生まれる。

　駄目だ、このまま声を抑え続けるのは難しい。

「あっ、んっ……だめっ！」

　私は声を我慢できなくなって、夕弦さんの手を掴んで身体から引きはがしてしまった。

　彼は驚いたように目を丸くしてから、戸惑った様子で眉をハの字にする。

「ごめん、嫌だった？」

「ち、違うの。嫌じゃないんだけど……」

　強く抵抗してしまったことを申し訳なく思いながら、私はベッドから身体を起こす。

　どうしよう。夕弦さんとの行為は続けたいけれど、おかしな声が出てしまうのは嫌だ。

「あの、やっぱりその……明日とかじゃダメかな？　今日は色々疲れちゃったし」

　とにかく問題を先送りにしたくて、私はそんな提案をした。

　夕弦さんには申し訳ないけれど、今までだって散々待たせてきたのだ。

　今さらひと晩伸ばしてもらっても、夕弦さんなら許してくれるだろう。

　浅はかにもそんな提案をすると、夕弦さんの表情が不安げに曇る。

「どうして急に嫌になったの？」

「どうしてって、その……」

　口ごもってから、私は近くに散らばっていたバスローブを抱き寄せて、身体を隠す。

「あんな変な声が出ると思ってなくて。夕弦さんに幻滅されたら嫌で……」

「変じゃないし、可愛いって言ったはずだけど」

「……で、でも」

　夕弦さんの言葉を信じ切れずに俯いてしまう。

「何をそんなに気にしてるの？」

「……前に彼女の行為中の声が変で、幻滅したみたいな話を聞いてことがあって」

　学生時代の飲み会で聞いた話を打ち明けると、夕弦さんの表情が変わった。

　目がすっと細くなって、剣呑な色が灯る。

「それ、誰が言ったの？」

「え？」

「相手、男だよね。俺よりそいつの言葉を信じるの？」

　責めるように言われて、私は慌てて首を振る。

　そんなつもりはない。ただ、夕弦さんに変に思われたら嫌だっただけで……。

　私が口を開くよりも先に、夕弦さんの唇が私の言葉を奪った。

「……っんん」

　強引に唇を割って、彼の舌が口内に入り込む。

　激しい口づけに、すぐ息が苦しくなった。

　呼吸がしたくて軽く身体を押し返すけれど、後頭部に手を回されて、さらに激しく貪られてしまう。

「んっ、む……」

　声を出すことも抵抗することもできないでいると、夕弦さんはキスをしながら、自分のバスローブの紐を解いた。

　そのまま服を脱ぐのかと思ったら、解いた紐を掴んだまま、反対側の手で私の両手を拘束する。

「好きにしていいって、さっき言ったよね。だったら、俺の好きにさせてもらうよ」

「夕弦さん、何を……っ」

　ようやく唇が離れたと思ったら、彼は脱いだバスローブの紐で私の両手を拘束してしまった。

　手が使えない状態にされて、あおむけでベッドに押し倒される。

「千歩は全然分かってない。俺がどれだけ、君を望んでたか。今さら嫌だって言っても、絶対に聞いてあげないから」

「夕弦さん、待って……あんっ！」

　急に雰囲気が変わった夕弦さんに戸惑って、話し合おうと口を開く。

　けれども言葉を発する前に、夕弦さんの唇が私の胸へと吸いついた。

　生暖かい舌で先端を転がされて、またしてもおかしな声が口から漏れる。

「やぁ、待って、あっ、ひゃあ、んっ」

「そうだね。しっかり口を閉じないと、声が漏れちゃうよ？」

　私の胸を舐めながら、夕弦さんが意地悪く笑う。

　私は声を聞かれたくなくて、刺激をやり過ごそうと唇を引き結んだ。

　どうにか声は抑えられたけれど、これでは会話もできない。

「っ……んんぅ……」

　声も出せず、手を動かすこともできない。

　夕弦さんの行動を止める術を奪われて、私はただひたすら彼の行為を受け入れるしかなかった。

　夕弦さんの舌が胸の先を転がすたび、あるいは、指でくりくりと弄ばれるたびに、痺れるような感覚が身体を駆け抜ける。

　自分の意志とは感覚なく、びくびくと身体が震えてしまい、口からはあらぬ声が漏れそうになった。

　慣れない快楽をどうやり過ごしていいのか分からず、かといって、抗おうにも逃げられない。

　唇を引き結んで荒い息を吐く私を、夕弦さんは恍惚とした顔で見下ろした。

「千歩、すごく可愛い。もっと、俺の手で乱れて」

　彼は興奮で顔を赤らめながら、私の下腹部へと手を移動させた。

　指先が臍を通り、さらに下へと移動していく。

「そこは……あっ」

　淡い茂みをかき分けて、夕弦さんの指先が私の中心へと触れた。

　自分で触れることもなく、ましてや誰にも触れられたことのない場所。

　そんな場所を夕弦さんに触られているのだと思うと、とんでもなく恥ずかしい。

「すごく濡れてる。これ、分かる？」

　羞恥で消え入りそうな私に追い打ちをかけるように、夕弦さんは指先で何度もそこをなぞった。

　彼の指が動くたびにくちゅくちゅと水音が鳴って、彼の言葉通り私のそこが愛液でぬかるんでいることを伝えてくる。

　経験がない私でも、女性は気持ち良くなると濡れるのだということくらい知っている。

　つまり、これは私が夕弦さんの行為に興奮している証拠というわけだ。

「夕弦さん、お願いだから、言わないで……あっ」

　羞恥で顔を逸らした私を責めるように、彼はその部分の刺激を始める。

「恥ずかしがる必要なんてないよ。俺たちは夫婦なんだから。千歩の全部を隠すことなく俺に見せて欲しい」

　彼は私の中心から手を引くと、今度は私の両膝を掴んだ。

　そして、あっという間に膝を折り曲げて、私の足を大きく左右に開いてしまう。

「ひゃぁ、まって！」

　恥ずかしい部分を夕弦さんの目前に晒されて、私は咄嗟に足を閉じようとした。

　けれども彼の力は強くて、しかも手を縛られている状態ではろくな抵抗などできやしない。

　私はなすすべもなく、己の全てを彼に曝け出すしかなかった。

「お願い、あまり見ないで……そんな場所、汚いから……」

「汚くなんてないよ。千歩の身体で、汚い場所なんてひとつもない」

　その言葉を証明するように、夕弦さんは私の中心に顔を近づけた。

　何をするのかと驚いていると、こともあろうに、彼はその場所を舌でぺろりと舐めたのだ。

「ひゃっ、やぁあ！」

　まさかそんな場所を舐められるなんて考えてもいなくて、私は逃れようと腰を引く。

　けれども夕弦さんはがっちりと私を抑え込んで、逃がしてはくれなかった。

「ひゃぁ、んんんっ、夕弦さんまって、あんっ」

　悲鳴とも嬌声ともつかぬ声が口から漏れる。

　こんな場所を舐めるなんて駄目だ。

　頭ではそう思うのに、ぬるりとした舌がそこを這うたびに、えもいわれぬ快楽に支配された。

　腰ががくがくと震えて、声を抑えることさえできなくなる。

「あっ、ふあぁ、ああっ、やぁん」

　彼の舌が動くたびに、口からおかしな声が漏れる。

　小さな尖りを舌で押しつぶされると、たまらない刺激が走って、腰ががくがくと震えた。

　自由に手を動かせないもどかしさが、よりいっそう快楽を高めているように感じた。

「やぁ、あ、それ……やっ、ああっ」

　聞かれたくないと思っていたあられもない声をあげ、与えられる快感に翻弄される。

　ただ気持ちがいいとしか考えられない。

「すご……千歩の、舐めても、溢れてくる」

　愛液に濡れた舌をちらつかせながら、夕弦さんは恍惚とした顔で笑う。

　どこか危険で、とびきり綺麗な笑み。

　普段は見せてくれないその顏はとびきり魅力的で、胸がときめいてしまう。

「もっと、俺で感じて。気持ち良くなって」

「あっ、ひゃぁ、んんんっ……」

　夕弦さんは再び私の中心を夢中で舐める。

　まるで私の感じる場所を知っているかのような動きで、私はただ翻弄されることしかできない。

　思考が鈍くなっていって、頭の奥が真っ白に染まる。

　さらに先があるかのように、身体が追い詰められていく。

　快楽に呑み込まれそうな恐怖。

　そこから逃れたくて腰を浮かせるけれど、がっちりと抑え込まれて身体を動かせない。

「やぁ、ダメっ、何かくる、おかしくなっちゃう！」

「いいよ。おかしくなった千歩が見たい」

　首を左右に振っても逃してくれなくて、さらに刺激を送り込まれる。

　圧倒的な快楽に飲み込まれて、尖りを強く押しつぶされた瞬間に弾けた。

「ダメっ、ひっ、～～～っ！」

　痺れるような強い快感に、声にならない悲鳴が漏れる。

　汗がぶわりと噴き出して、身体中が緊張したように縮こまった。

　痙攣を起こしたみたいにがくがくと震えてから、ゆっくりと身体が弛緩する。

　全力疾走したあとみたいな気だるさと共に、じんわりとした快楽の余韻が全身に広がった。

「イっちゃったみたいだね。可愛い」

　ぐったりとベッドに倒れこんだ私を、夕弦さんは楽しげに見下ろす。

　そうか、今のが絶頂というものなのか。

「可愛くなんてないよ。わけ分かんなくなるし、変な声でるし」

　自分が自分でなくなるような感覚は、どこか恐ろしい。

　余裕なんて一ミリもなくて、きっと、変な顔だってしていたはずだ。

「可愛いよ。俺に乱されてるんだなって思ったら、最高に可愛い」

　余裕のない顏を褒められて複雑な気分でいると、またしても彼の指が中心に触れた。

「まだ、さっきので終わりじゃないよ」

　そうだった。彼は私を愛撫していただけで、まだ下着を脱いでもいないのだ。

　今のだけでも十分すごかったのに、続きがあるなんて信じられない。

「ま、待って！」

　このまま先に進めようとする彼を、私は制止した。

「きょ、今日はここまでにしておくとか……」

　そんな言葉が漏れたのは、やっぱり恐怖があったからだ。

　性行為に対する恐怖はもちろんだけど、今の夕弦さんはどこか余裕がないみたいで、なんだが身構えてしまう。

「残念だけど、今日は千歩の言葉は聞かないことにしたんだ」

「んんっ！」

　言葉と共に、ごつごつした彼の指が内側へと潜り込んできた。

　夕弦さんはいつも、私の言葉を優先してくれていた。

　嫌だと言ったことを無理にされたこともない。

　私が結婚まで待って欲しいと言ったら、何年も待ち続けてくれるくらいだったのに。

　どうしてと思ったけれど、彼の指が動き始めて、すぐに疑問を感じている余裕がなくなった。

「千歩は初めてだから、しっかり解しておかないと」

「あっ……ぁん」

　まだ狭い私の内側を解すように、彼はゆっくりと指を動かした。

　軽く抜き差しを繰り返し、かと思えば、隘路を広げるようにかき混ぜる。

　指を入れられてすぐは違和感しか感じなかったが、慣らされていくにつれて、違和感が快楽へと変わっていった。

　先ほどのように強い刺激ではないものの、彼の指が動くたびに、淡い快楽がじわじわと腹の奥へと溜まる。

「んっ……ふっ……あっ」

「ちゃんとここでもイけるように、千歩の気持ち良い場所を探さないとね」

　彼は私の反応を探りながら、何度も指を抽挿する。

　その指の腹がある一点に触れたときに、ぞくりと強い感覚が走った。

「あっ！」

「ああ、ここがいいみたいだね」

　彼は私の弱点を見つけると、その場所を重点的に攻め始めた。

　内壁を指の腹でトントンと叩き、かと思えば、指の関節を折り曲げながらぐりぐりと内側を広げる。

「やぁっ、んんっ、そこダメ……」

「気持ちがいいときは、ダメじゃなくて、イイって言うんだよ」

　彼の言う通り、気持ち良くてたまらなくなっている。

　だけど、気持ち良いなんて口にしたら、手を縛られて追い詰められるように高められて、それでも感じてしまっている自分を認めるようで、言えない。

　快楽に耐えながら首を左右に振ると、彼は咎めるように二本目の指を内側へと潜り込ませた。

「言えないってことは、気持ち良くないのかな」

「ひゃあぁ、んんっ」

　解れきった私のそこは、あっさりと二本の指を受け入れる。

　先ほどよりも増えた圧迫感。

　先ほど見つけられた弱い場所をぐりぐりと刺激されると、どうにもたまらなくて、勝手に腰が動いてしまう。

　さらに、内側と同時に親指で芯芽を弄られて、またしても目の前が白く明滅し始める。

　先ほど初めて体験した絶頂。あの感覚が近づいてきているのだと分かった。

「あっ、ふあぁ……それ……ダメぇ」

　とんでもなく気持ち良くて、おかしくなってしまう。

　快楽の頂点に達する期待と不安。

　迫りくる波に呑み込まれそうになったその瞬間、けれども彼はぴたりと指を止めた。

「……あっ」

　期待したものをとりあげられたような消失感。

　どうしてと夕弦さんの顔を見ると、彼はどうしたのと首をかしげる。

「ダメって言ったから止めたんだけど、止めないほうが良かった？」

「それは……あんっ」

　私が躊躇っていると、彼は再び指を動かし始めた。

　おあずけをされた身体は、求めていた刺激を得て、すぐに再び高まってしまう。

　けれども、また頂点に近づく直前に止められてしまった。

「っ……やぁ、やだ……夕弦さん」

「どうしたの？」

　意地悪をしないで欲しいと彼の目を見つめるが、夕弦さんは首をかしげるばかりで、望みを叶えてくれそうにない。

　中途半端に高められて、お腹の奥のあたりが疼いている。

「して欲しいなら、ちゃんと言って」

　夕弦さんが再び指を動かし始めた。

　ぐじゅぐちゅと私の中心をかき混ぜて、けれども、私が高まってくると動きを止める。

　それを繰り返されると、もどかしくてたまらなくなってしまう。

　このまま続ければまたあの達する感覚にたどり着けるのに、夕弦さんは決してそこへは導いてくれないのだ。

　イきたい。このたまらない疼きと、もどかしさから解放されたい。

「夕弦さん……お願い」

「お願いって、何を？」

　……ちゃんと強請らないと、終わらせてくれないんだ。

　自ら強請るなんて、とても淫らな女になったようで恥ずかしい。

　だけど、このまま焦らされ続けたら、おかしくなってしまいそうだ。

　疼きから早く解放されたくて、私はどうにか言葉を紡いだ。

「お願い。気持ち良いの、やめないで、イかせて欲しい……」

　口にした瞬間、羞恥で顔が熱くなる。

　私の言葉を聞いた夕弦さんは嬉しそうに顔を綻ばせた。

「よく言えたね。じゃあ、いっぱい気持ちよくなろう」

「あっ、ひゃん、ああああっ！」

　ご褒美とばかりに、夕弦さんは激しく私を攻めたてる。

　その刺激を待ち望んでいた身体は、きゅうきゅうと彼の指を締めつけていた。

　荒い息を吐き出しながら、与えられる快楽に震える。

　この心地よさの前では羞恥心も霞んでしまって、あられもない声が抑えられない。

「イクときは、ちゃんとイクって言うんだよ」

「あんんっ、イク……も、イっちゃう、あああっ」

　ここで止められてはたまらないと、私は彼の命ずるままに、恥ずかしい言葉を口にする。

　頭の奥が痺れるような感覚がして、強い快楽が全身に駆け巡った。

　身体がぴりぴりと震えて、頂点が過ぎ去ると心地よい虚脱感がやってくる。

　ぐったりとベッドに倒れこんだ私に、夕弦さんは優しく口づけた。

「千歩、俺だけの愛しい奥さん。愛してるよ」

　甘い言葉に胸の奥が満たされる。

　慣れない快楽の連続と、挙式の疲労が重なって、なんだかとても瞼が重い。

　だめ……眠っちゃ……まだ途中なのに……。

　そう思ったけれど強烈な睡魔に抗いきれず、気がつけば私は心地よい眠りの中へといざなわれていた。







４章 彼の本音








　窓から差し込む心地よい光に、私はゆっくりと瞼を開いた。

「おはよう、千歩」

「っ、おはよう、ございます」

　目覚めるとすぐ目の前に夕弦さんの顏があって、私はベッドの中で身じろぎをした。

　どうやら、私と夕弦さんは同じベッドで眠っていたらしい。

　理解して、私は昨夜の記憶を思い出した。

　そうだ。私、夕弦さんと初めてのエッチだったっていうのに、途中で眠ってしまったんだ。

　思い出して、申し訳なさに青ざめる。

「あ、あの……」

「昨夜はごめんね」

「え？」

　謝罪しようと口を開いたのに、彼の方から謝られてしまって、目を瞬く。

　途中で眠ってしまった私が謝るならともかく、どうして彼が謝罪するのか。

「千歩が初めてだって知っていたのに、無茶させちゃったから」

　きょとんとする私に、彼は謝罪の理由を告げる。

「そ、そんな！　むしろ、謝るのは私の方で……眠っちゃってごめんなさい」

「それはいいんだ。挙式もあって疲れてただろうし、仕方がないよ」

　夕弦さんは優しい笑顔を向けてくれた。

　怒ったり、呆れている様子がなくて、私はほっと息を吐く。

「腕、痛くなってない？」

　尋ねられて、そういえば昨夜はずっと腕を縛られていたのだと思い出した。

　いつの間にか拘束は解けていて、私はきちんとバスローブを着ている。

　多分、眠っている間に夕弦さんが着せてくれたのだろう。

　私はむくりと身体を起こして、自分の両手を確認した。

「大丈夫。柔らかい紐だったし、跡も残ってないよ」

　証拠とばかりに腕を見せると、彼は安堵の顔をした。

「本当にごめん。ちゃんと優しくしようと思っていたのに。怖かったんじゃない？」

「それは……」

　昨夜のことを思い出して、私は口ごもる。

　たしかに、優しい夕弦さんにしてはずいぶんと強引だった。

　怖いという感情が、少しもなかったかといえば嘘になる。

　だけど、好きな人にああやって求められて、嫌なはずがない。

　口ごもってしまったのは、あんな風に強引にされたのに、感じてしまった自分が恥ずかしくなったからだ。

　初めてなのに簡単に達してしまって、あげく、自分から求めるような言葉も口にした。

　あんなに乱れてしまった自分が恥ずかしくて、信じられない。

　私が昨夜のことを思い出して顔を赤くしていると、夕弦さんは申し訳なさそうに眉根を下げた。

「やっぱり怖かったよね。ごめんね。次はちゃんと優しくするから」

「えっと、その……」

　たしかに意地悪だとは思ったけれど、やめて欲しいわけではないのだ。

　むしろ、いつもは見れない夕弦さんが見られて、新鮮だった。

　そう思ったけれど、そんなことを自分から申告するのも気が引けて、私は言葉に詰まってしまう。

　そうしているうちに、夕弦さんは軽く私の頬に口づけてからベッドを出てしまった。

「着替えて、朝食に行こうか。俺はシャワーを浴びてくるよ」

　結局何も言うことができないまま、夕弦さんはシャワールームへと消えていった。

　怖くなかったと、きちんと伝えるべきだっただろうか。

　少し後悔したけれど、また次の機会に伝えればいいだろうと思い直した。







　朝食を済ませて荷物をまとめると、ホテルをチェックアウトして自宅へと帰る。

　結婚を期に購入した新居は、結婚式の前日に引っ越しを終えたばかりだ。

　真新しい匂いのする家には、まだ少し慣れていない。

「ただいま。で、いいのかな。まだ慣れないね」

「そうだね。でも、すぐに慣れるよ」

　これからここで、夕弦さんと生活していくのだと思うと、気恥ずかしいような、ワクワクするような気持ちだ。

　それぞれ荷物は持ち込んでいるけれど、新しい家にはまだ足りないものも多い。

　少し休憩を取ってから、その日は買い物に行くことにした。

　明後日から新婚旅行に出かける予定なので、それまでに家の中を整えておきたい。

　足りない食器類を買いそろえて、帰りにスーパーに寄る。

　土地勘がなくて戸惑う私と違って、夕弦さんの足取りはしっかりしていた。

　夕弦さんだって慣れない土地のはずなのに、事前にちゃんと周辺を確認して、道も覚えていたらしい。

「千歩は明日、仕事でしょ。今日の夕飯は俺が作るよ」

　買い物袋を下げながら、夕弦さんがそう提案してくれた。

　夕弦さんは旅行の日まで長期で休みを取ったのだけど、私はどうしてもやらなければならない仕事があって、明日は出社する予定なのだ。

　結婚式の直後で少し面倒だけれど、それが終われば夕弦さんとの旅行が待っていると思うと頑張れる。

「ありがとう。夕弦さんのご飯は美味しいから、楽しみだな」

　夕弦さんは家事も得意なようで、料理なんかは私よりも上手い。

　夕弦さんが夕食を作ってくれている間に、私は新居の掃除をした。

　休んでいてもいいのにと夕弦さんは言うけれど、私だけ何もしないでいるのも申し訳ない。

　まだ真新しい家はどこも綺麗で、軽く掃除機をかけるだけにしておく。

　リビングから掃除を初めて、二階へと移動する。

　二階には部屋がいくつかあって、そのうちひとつは将来子ども部屋にする予定なのだ。

　……夕弦さんとの子ども、か。

　今は物置になっている部屋を掃除しながら、私はへにゃりと相好を崩す。

　子どもは好きだ。夕弦さんとの子なら、きっと可愛いだろう。

　だけど、そのためには夫婦生活が必要なわけで……。

　昨夜のことを思い出すと、まだ心臓がドキドキする。

　今夜こそ、最後までできるだろうか。

　楽しみなような、少し怖いような、不思議な心境だ。

　掃除を終えてリビングに下りると、夕弦さんが料理の仕上げをしている最中だった。

　クリームシチューの美味しそうな匂いに頬が緩む。

　食器を準備して配膳を手伝ってから、ふたりで向かい合って食事をした。

「明日は忙しいんだっけ」

「うん。でも、大変なのは午前中だけだから、定時に帰ってこれると思う」

「そっか。じゃあ、明日も夕飯を作って待ってるよ」

　新婚らしい会話に頬が緩む。

　会社から帰宅したら、夕弦さんがいるって幸せだ。




　夕食を終えて、夕弦さんと寛いでいるとすぐに夜が更けてきた。

　今日こそは途中で眠らないぞと意気込んで、バスルームで入念に身体を洗う。

　ナイトウェアに着替えて、落ち着かない気持ちで寝室に戻った。

　寝室に用意したのは、ふたりで眠れる大きなダブルベッドだ。

　無駄にベッドに座ったり、部屋の中をウロウロしながら夕弦さんを待っていると、少しして夕弦さんが入ってくる。

「待っててくれたんだ。先に寝てても良かったのに」

「え？」

　私がきょとんとしていると、夕弦さんは苦笑してからベッドへと潜り込む。

「昨日はちょっと焦りすぎたと思って。ちゃんと、千歩がしたいって思えるまで待つから」

　そう言って、おいでと掛け布団を捲って私を誘う。

　言われるままにベッドに潜り込むが、夕弦さんはそれ以上私に触れてはこなかった。

　これは……今夜はもう、しないってことなのかな？

　私はなんだか、肩透かしを食らった気持ちで夕弦さんを見つめた。

　ベッドの中で目が合うと、彼はにこりと穏やかな笑みを返してくれる。

　いつもと同じ優しい顏だけど、本当にそれでいいのかと不安になる。

「夕弦さんは、それでいいの？」

「焦って、千歩に嫌われたくないしね」

「嫌いになんてならないのに」

　夕弦さんは小さく笑って、優しく私に口づけた。

「俺に時間が必要なんだ。やっと千歩を抱けるって思ったら、抑えが効かなくなっちゃうから。ちょっと頭を冷やさないと」

　そう言って、夕弦さんは目を閉じて眠る体勢になった。

　どうやら、本当に今日はこのまま眠るつもりらしい。

　抑えたり、無理に優しくしなくてもいいのに。

　昨夜は驚いたけれど、でも、嫌だなんて思わなかったのだから。

　……私の態度が、嫌がってるって思わせちゃったのかな。

　羞恥から、拒絶する言葉ばかり言ってしまった。

　優しくしなくてもいいから。昨日みたいに、滅茶苦茶にして。

　そんな言葉が浮かぶが、とてもはしたないことに思えて、口にはできなかった。

　夕弦さんには、綺麗な自分だけを見ていて欲しい。

　こんなふうに考えている自分を見せるのが怖くて、私は何も言えないまま、彼の隣で目を瞑った。







「改めて、結婚おめでとう！」

　翌朝出社すると、同僚から祝辞と拍手が贈られた。

　同じ部署のメンバーは式に招待していたので、こうして祝いの言葉をくれる。

「こちらこそ、一昨日は式に来てくれてありがとう」

「すげぇいい式だったよ。っていうか、織部の旦那、滅茶苦茶イケメン」

「こら、中島。もう織部さんは保刈さんになったんだから」

「あ、でも、仕事上は旧姓のままなので、織部でも大丈夫です」

　同僚の中島くんを注意してくれた細野先輩に、私は口を挟む。

　結婚して、私の苗字は織部から保刈になったけれど、職場では旧姓を使う予定だ。

「そうなの？　新姓に変えないんだ」

「名刺を作り直してもらうのも申し訳ないですし、メールアドレスが変わるのも大変ですから」

　職場のメールアドレスには名前が使用されている。

　手続きをすれば新姓に変えてもらえるが、取引先にも名前とアドレスが変わった連絡をしなければならないのは、少し大変だ。

　なので、仕事上は旧姓を使い続けることにしたのだ。

「そうなんだ。俺としては、織部さんは新しい姓を使ったほうがいいと思ったけど」

「どうしてですか？」

「苗字が変わったら、結婚したってすぐ分かるだろ。この業界、独身の男が多いから」

　たしかに会社の男女比は偏っている。ごくたまに、個人的な誘いをかけられることもあった。

「大丈夫ですって。苗字がどっちでも、新しく出会う相手は織部が独身かどうか分かんないんですから。効果は変わりませんよ」

　けらけらと笑う中島くんの言葉に、私は苦笑するしかなかった。

　そんなにモテないと言いたかったが、ないとも言い切れないのが現状だ。

　もっとも、そういう誘いがあっても断るだけだから問題ない。

「じゃ、無駄口叩いてないで仕事するか。織部さんは新婚なのに出社してんだから」

「そうですね。早く終わらせますか」

　みんながデスクに戻るのを見送って、私もパソコンを立ち上げた。

　今日が納期の案件を、急いで終わらせなければならない。

　明日から取得している長期休暇を楽しむためにも、私は気合を入れて仕事に臨んだ。




「うーん、終わったぁ！」

　就業時間内に今日のタスクを全て終えて、私は大きく伸びをした。

　休暇期間のフォローもお願いしているし、これで心置きなく旅行に向かえる。

「お疲れ様。織部さんって、このあと時間あったりする？」

「え、仕事ですか？」

「仕事じゃないんだけど、営業部の連中が織部さんが結婚したって知って、祝いたいって言ってる」

　どうやら、営業部とのお酒のお誘いらしい。

「織部さん、明日から旅行でしょ？　無理ならそう伝えるから」

「出発は明日の夜ですし、旅行の準備は終わっているので、そう遅くならないなら大丈夫だとは思うんですけど」

　でも、夕弦さんが夕食を作って待っててくれるって言ってたんだよね。

　時間的にまだ作ってはいないと思うけど。

「ちょっと、夫に確認してみます」

「うん、それがいいね。新婚なんだし」

　先輩に促されて、私は夕弦さんに飲み会に行って大丈夫かと確認を取る。

　できれば早く帰宅して夕弦さんに会いたいけど、でも、祝いたいと言ってくれているのを断るのも気が引ける。

　メッセージを送ると、すぐに夕弦さんから返事があった。

『俺のことは気にしないで、千歩のしたいようにしていいよ。でも、明日があるから遅くなりすぎないようにね』

　夕弦さんらしい返事に、肩の力が抜ける。

「遅くならなければ、行っていいって」

「了解。じゃあ、食事だけで。長く引き留めないよう注意しとくよ」




　仕事が終わって、営業部と技術部の合同飲みが始まった。

　会社近くの居酒屋に集まって、結婚を祝われながら乾杯をする。

「本当に結婚おめでとう。でも、良かったの？　新婚早々に飲み会なんて」

　隣に座ったのは、営業部の笠かさ井いさんだ。

　数少ない女性社員のひとりで、入社時から仲良くさせてもらっている。

「いちおう、連絡して許可は貰ったけど」

「そりゃあ、ダメだとは言わないでしょ。でも、うちって、男性社員ばっかりだし。旦那さんは心配しないの？」

　笠井さんに指摘されて、私は目を瞬いた。

「今まで、参加するのを止められたことはないけど」

「優しそうな人だったものね。うちの夫とは違うんだろうな」

「旦那さんには反対される？」

「仕事のつきあいだって分かってるから、露骨には言わないわよ。だけど、明らかに不機嫌になるの。まぁ、気持ちも分からなくはないんだけどね。私だって、夫が女子社員に囲まれて飲みに行ってたら、複雑な気持ちになるし」

　自分が逆の立場だったら、か。

　夕弦さんの職場は私の会社と似たようなもので、男性社員が多い。

　だけど、もし夕弦さんが転職して、周囲が若い女性ばかりになったとしたら。

　……うーん、たしかにちょっと複雑かも。

「夕弦さん、女子社員に囲まれそう……」

「モテそうだったもんね、旦那さん」

　そうなのだ。女性が少ない環境だった大学の中でさえ、夕弦さんは目立っていたしモテていた。

　妻の欲目を抜いたとしても、夕弦さん以上に格好良い人なんていないと思う。

　周囲に女性が多い環境だったら、妻帯者だと知っていても、アプローチしてくる人も出てきそうだ。

「でも、私は夕弦さんみたいに美形じゃないし、そこまで心配かけないと思うけど」

　たしかに逆の立場だと心配になるけど、夕弦さんと私ではスペックが違う。

「千歩ちゃんは美人って感じじゃないけど、小動物系で可愛いじゃない。押したらイケそうって周囲に思わせるタイプよ。実際、過去にもあったでしょ」

「それは、まあ。その節は、お世話になりました」

　過去の出来事を思い出して、私は笠井さんに頭を下げた。

　社内にしつこく誘ってくる人がいて困っていたのを相談したら、笠井さんがそれとなく人事に話してくれたのだ。そのあと配置換えがあって、彼とは仕事で関わることがほとんどなくなった。

「もし何かあっても、私には夕弦さんがいるので断りますよ」

「千歩ちゃんが浮気できるとは私も思わないわよ。でも、それとこれとは別ってこと。千歩ちゃんだって、逆の立場だと複雑な気持ちになるって言ってたでしょ。特に千歩ちゃんは警戒心が薄そうに見えるから。私が旦那だったら心配しちゃうかも」

　そうなのだろうか。

　夕弦さんも口に出して言わないだけで、内心は複雑に思ってる？

　想像すると、胸の奥がざわついた。

「私、今日は早めに抜けます」

　なんだか不安になって、急に夕弦さんの顔が見たくなった。

「そうだね。明日から旅行なんでしょ。上手いことやっとくから、隙を見て帰るといいよ」

　笠井さんの言葉に頷いて、私は挨拶だけを済ませて早めに帰宅することにした。







　新居に戻ってきたのは、二十時を過ぎた頃だった。

　飲みに行ったにしては早い時間。当然夕弦さんも起きていて、リビングの窓から明かりが漏れている。

「夕弦さん、ただいま」

　玄関を開けて挨拶をすると、すぐさまリビングの扉が開いて夕弦さんが出てくる。

「おかえり、ずいぶん早かったんだね」

「明日は旅行だしね。それに、早く夕弦さんの顏が見たくて、途中で抜けさせてもらったの」

　夕弦さんは驚いたように目を丸くしてから、嬉しそうに微笑んだ。

「出発は夜からだから、ゆっくりしてきても良かったのに。でも、早く帰ってきてくれて嬉しいよ」

　いつもと変わらない夕弦さんを見て、私はほっと息を吐き出した。

　笠井さんが妙なことを言うから、心配してしまった。

　私の行動を夕弦さんが止めたことなんて一度もないのだから、杞憂だったのだろう。

　夕弦さんは人間ができているから、不安になることなんてないのかもしれない。

「夕食は食べてきたんだよね？」

「うん。でも、お酒を注がれるばかりで、あんまり食べられなくて」

　私の祝いの席だからだろう。

　おめでとうという言葉と共にビールを注がれて、その対応だけで終わってしまった。早く退出したのもあって、あまり食事に手をつけられなかったのだ。

「それじゃあ、飲みすぎたんじゃない？　少し、顔が赤い気がする」

「いつもよりペースは早かったけど、酔う前に抜けさせてもらったから、平気だよ」

　少しふわふわしているけれど、気分が悪くなるほどではない。

　夕弦さんは観察するように私の顔をまじまじと見つめてから、ほっと息を吐いた。

「たしかに大丈夫そうだ。でも、もし酔いつぶれそうになったら、俺に連絡するんだよ？　迎えに行くから」

「酔いつぶれるほど飲まないよ。それにもし酔っちゃったら、タクシー使うし」

　飲みに行っておいて、わざわざ迎えに来てもらうのは悪い。

　そう思って言ったのだけど、夕弦さんは不服そうに肩をすくめた。

「もし俺に遠慮してるなら逆効果だから。俺としては、千歩が酔ってなくても迎えに行きたいくらいなんだし」

「ありがとう。夕弦さんは本当に優しいね」

「優しさで言ってるわけじゃないんだけどな」

　お礼を言うと、彼は困ったように苦笑してから小さく息を吐いた。

　どういう意味か私が問いただす前に、彼はきびすを返してリビングへと向かう。

「お腹空いてるなら、ハンバーグがあるよ。食べる？」

「食べたい！ 夕弦さんが作ったの？」

「うん。千歩好きでしょ、ハンバーグ」

　私は目を輝かせた。ハンバーグは私の好物だ。

　キッチンに消えていく夕弦さんを浮かれながら見送って、ふと気づく。

　ひとりで食べる夕食用に、わざわざハンバーグって作る？

　絶対にないとは言い切れない。だけど、ハンバーグは私の好物だし、夕弦さんはどちらかといえば肉より魚派だったはず。

　もしかして、私のために夕飯の準備をしてくれていた？

　飲みに行く連絡をしたのは夕方だった。夕食の準備には早い時間だったけれど、あの時点でもう既に下ごしらえを済ませていたのかもしれない。

　私が申し訳ない気持ちになっていると、綺麗に焼けたハンバーグの皿を夕弦さんがダイニングテーブルへと置いた。

「はい、どうぞ。冷めないうちに食べて」

「ありがとう」

　私がお礼を言うと、夕弦さんは正面の席にもうひとつの皿を置く。

　向かいに座って同じようにハンバーグを食べ始めた彼を見て、私は目を丸くした。

「夕弦さん、まだ食べてなかったの？」

「あんまりお腹が空かなくて。でも、千歩の顏を見たら食欲が出てきた」

　食事を始めた夕弦さんは、穏やかな笑みを浮かべている。

　そこに普段との違いは見つけられないけれど、私はなんだか不安な気持ちになった。

　昨日、私は早く帰ると夕弦さんに言ったんだ。

　急な飲み会がなければ、定時に帰って夕弦さんと一緒に夕飯を食べているはずだった。

「夕弦さん、怒ってないの？」

「怒るって、どうして？」

「だって、夕飯を作って待ってくれていたでしょ」

「ハンバーグは自分で食べるために作ったんだよ。ちょっと余っちゃっただけ」

　それが私に気を使わせないための嘘だって、さすがに分かる。

　だって、どう見たって二人分の量なのだ。

　きっと、私のために用意してくれていたもののはず。

「夕弦さん。私たちもう夫婦になったんだし、ちゃんと本音を話すべきだと思うの」

　私が言うと、ハンバーグを切り分けていた彼の手が止まった。

「千歩には、俺が無理しているように見える？」

「分からない。だって、夕弦さんは隠すのが上手いから」

　夕弦さんとはもう長いつきあいだけれど、私は彼のことをちゃんと理解していないのかもしれない。

　だって、いつだって夕弦さんは私の意見を尊重してくれる。

　結婚までセックスをしたくない、なんて今どきではない私の言葉をきちんと守って、ずっとキス以上のことをしないでいてくれた。

　それも、我慢していると感じさせないくらいの自然さで。

　だけど式の日、彼はずっと私に触れたかったと言っていたのだ。

　あの瞬間、別人のように強引だった彼がたしかに存在した。

　だとしたら、私はずっとそれと知らずに彼に我慢を強いていたことになる。

「嫌なことはちゃんと嫌だって言って欲しい。私だって、夕弦さんの望みは叶えたいから」

　夕弦さんが望むなら、セックスだって式まで待たなくても良かったのだ。

　今日だって、もう夕食の準備を終えたと教えてくれていたら、飲みに行かなかった。

　私がそう言うと、彼は少しだけ困った顏をしてフォークを置いた。

「俺は十分幸せだから。千歩が俺を好きでいてくれて、こうして結婚してくれた。それ以上望むことなんてないよ」

「本当にそう思ってる？　私が今日飲みに行って、日付が変わるまで帰ってこなかったとしても、夕弦さんは笑って迎え入れてくれたの？」

　私がそう食い下がると、夕弦さんの顏から笑顔が消えた。

「千歩は俺に何を言わせたいの？」

「私はただ、夕弦さんの本音が知りたいだけ」

　夕弦さんの好物を作って帰りを待っていたのに、彼が飲みに行ってしまったら、私だったら悲しい気持ちになると思うのだ。

　会社のつきあいなら仕方がないとは思うけど、悲しいものは悲しい。

　夕弦さんも同じなのだとしたら、笑って誤魔化さないで欲しい。

「この話、やめない？　結婚したばかりだっていうのに、千歩と揉めたくない」

「そう言うってことは、思うことがあるんだよね？」

「……俺の本音なんて聞いたら、千歩は俺を嫌いになるよ」

「どうしてそんなこと言うの？　私はどんな夕弦さんでも好きだよ」

「俺の望みを叶えたい、どんな俺でも好き……か。じゃあ、俺が今ここで、すぐに千歩を抱きたいって思ってるって言ったら、叶えてくれるの？」

　思いがけない夕弦さんの言葉に、私は目を瞬いた。

「それは……もちろん。そもそも、結婚したらそういうこともするって話だったし」

　私が彼の言葉を肯定すると、夕弦さんの目に危険な色が灯る。

「じゃあ、脱いでよ」

　ぴしゃりと告げた夕弦さんの表情は、あの日の夜を彷彿させる。

「……分かった。じゃあ、寝室に行こう？」

「今ここでって言ったよね」

　ここでと言われて、私は躊躇う。

　だって、ここはリビングだ。電気もついていて明るいし、なんなら食事をしていた最中である。

　私が戸惑っていると、夕弦さんは小さく息を吐いた。

「ごめん。変なこと言った。忘れて」

　微かな落胆を感じて、私は慌てて立ち上がる。

「待って！ ちゃんと、できるから」

　夕弦さんの望みを叶えたいという言葉は、嘘ではない。

　恥ずかしくても、それを夕弦さんが望んでいるなら叶えたいのだ。

　私は意を決して、ゆっくりと服を脱いだ。

　ニットシャツを引き抜き、スカートのホックを外す。ストンと床に衣服を落とすと、下着姿になった。

　寝室ならともかく、まだ明るいこんな場所で服を脱ぐなんて、恥ずかしくてたまらない。

　下着姿になった私を、夕弦さんはじっと見つめている。

「こ、これでいい？」

「まだ下着が残ってるよ」

「うぅ……」

　暗に全裸になるように言われて、私は言葉に詰まる。

「自分では脱げない？」

　問いかけに、私はこくりと頷いた。

　すると夕弦さんは仕方ないなと小さく笑って、腕を広げる。

「分かった。じゃあ、こっちにおいで」

　夕弦さんの言葉に従って、ダイニングチェアに座る彼に近づく。

「俺の上に座って」

　指示されるままに、私は夕弦さんの膝の上へと座った。

　剥き出しになった太ももに、彼のスラックスの少し冷たい生地が当たる。

「このまま、脱がすよ」

「あ……」

　背後から抱きしめるように腕を回した夕弦さんが、私の下着へと手をかけた。

　ホックを外して、あっさりとブラを抜き取ってしまう。

「こっちも」

　そういって、彼は次に私のショーツに手をかける。

　抵抗する間もなく、あっけなく私は裸にされてしまった。

「夕弦さん……」

　どうしようもなく頼りない気持ちになって、縋るように彼の名を呼んだ。

　私は何も着ていないのに、背後から抱きしめる夕弦さんはきちんと衣服を着ているのだ。

　食事中のダイニングテーブルで、私だけが裸になっている。

　なんだか、すごくいけないことをしているようで、恥ずかしくてたまらない。

「俺の本音が知りたいって言ったよね」

「あっ」

　背後から胸を弄られて、私はぴくりと身体を震わせる。

「いつも、こんな風に千歩にいやらしいことをしたいって思ってた」

「んぅ……いつも？」

「そう、いつもだよ。つきあった当初からね」

　夕弦さんは耳元で囁きながら、指で胸先をこね回す。

　その刺激に悶えながら、脳内で彼の言葉を反芻した。

　つきあった当初からなら、私は彼にずいぶん長い時間、我慢を強いていたのではないか。

　後悔が過るが、夕弦さんに身体を弄られながらでは、考えがまとまらない。

「ぅん、あっ」

　きゅっと強く乳頭を摘ままれて、ビクッと身体が跳ねる。

「その声、もっと聞きたい」

「んっ、でも……やっぱり変な気がして」

　行為の最中に漏れる声には、まだ慣れない。

　夢中になってしまえば考える余裕もなくなるけど、あまり夕弦さんに聞かせたいとは思えなかった。

「聞かせてよ。他のヤツには見せられないところも、声も全部、俺が独占したい」

「ぅん、あっ、ゃん」

　私の声を引き出そうとするみたいに、夕弦さんの指が身体を這う。

「千歩、好きだよ。早く、俺の全部を受け入れて欲しい」

「あっ……」

　夕弦さんの指が下腹部へと移動する。

　愛撫され始めたばかりだというのに、私のそこは、彼が触れるのを待っていたかのようにぬかるんでいた。

　彼は指先で愛液をすくいとると、円を描くように広げ始めた。

　指が動くたびに、小さく水音が鳴るのが羞恥を煽る。

　指先が花芽へと移動する。そこを触られると腰が跳ねて、たまらなくなるのだ。

　心の準備をする前に、彼の指がくりくりと花芯を刺激し始めた。

「ひゃぁっ、あ、やぁ、ぅん、そこダメ……」

　私が思わず腰を引くと、背後から強い力で抱かれて逃げ場を塞がれる。

「気持ち良いときは、ダメって言うんじゃないって、教えたよね？」

　くにくにと淫芽を転がされながら耳元で叱られて、焦らされた記憶が蘇える。

　また、あんな風におあずけをされてはたまらない。

「で、でも……」

「ちゃんと言って。千歩の本心が聞きたい」

　本心が聞きたい。

　それは、私が夕弦さんに望んだことだ。

　夕弦さんは願望を話してくれたのに、私だけが羞恥から嘘をつくなんてできない。

「あっ、ひぅ……それ、イイの。そこ、気持ち良くて、おかしくなっちゃう」

　私が素直に告げると、彼はよくできましたとばかりに指の動きを速めた。

　指先を震わせるように刺激され、指の腹で押しつぶされる。

　そのたびに強い快楽がせり上がってきて、高みに連れて行かれそうになる。

「もっとおかしくなってよ。俺に夢中になってる千歩が見たい」

　熱い吐息が耳朶を撫でる。

　そのまま唇で耳を食まれて、くちゅっと音を立てながら舌で弄られた。

　ときおり漏れる興奮したような彼の吐息が、私の官能をさらに高めていく。

「ふっ、あぁん、夕弦さんっ、も、イっちゃう」

「いいよ、イって。千歩が良くなってるところ、もっと見せて」

　彼の指が私を追い詰める。

　お腹の奥が熱くなって、今にも快楽に呑み込まれてしまいそうだ。

「あっ、ぃっ、も、ひんんっ」

　悲鳴のような声をあげて、淫悦の海に落とされた。

　ぎゅっと瞼を閉じると、全身に力がこもって、頭の奥が真っ白に染まる。

　大きな波が過ぎ去ると、少しの疲労と心地よい虚脱感に包まれた。

「イっちゃったね。すごく可愛い」

　荒い息を吐く私の頬に、夕弦さんは軽く口づける。

　私はこんなにも乱されているのに、夕弦さんは服ひとつ乱していないのが、なんだか少し悔しい。

「夕弦さんの服、汚しちゃった」

　絶頂と共に愛液が溢れて、彼のスラックスに垂れてしまっている。

「気にしなくていいよ。どうせ、俺もすぐに脱ぐし」

　続きを想像させる言葉に、顔が熱くなった。

「寝室に行こうか。このままここでしちゃいたいけど、それは千歩が慣れてからだね」

　そう言って、夕弦さんは私の身体を抱き上げた。

　寝室に移動してくれて安心したけれど、私が慣れたら、リビングですることもあるのだろうか。

　想像して恐々とする私を抱えて、夕弦さんは寝室へと向かった。

　ダブルベッドの上に優しく私を下ろすと、彼はそのまま衣服を脱ぎ始める。逞しい胸筋が見えて胸がときめいた。

　彼は汚れたスラックスを脱ぎ、最後に残ったボクサーパンツに手をかける。

　下着を引き下ろせば、硬く反り返った男根が零れ出た。

　初めて見る男性のそれを、私は思わず見つめてしまう。

　お、大きい……。

　美しい夕弦さんの肢体に反して、その部分だけがなんだか狂暴に見える。

　あんなものが、果たして本当に入るのだろうか。

　驚く私を見て、夕弦さんは小さく笑った。

「俺の、気になる？」

　無言で頷くと、夕弦さんは私が待つベッドへと上った。

「触ってみてよ」

　彼は私の手を掴むと、張り詰めた切先へと導いた。

　促されるままそっと指先で触れると、その熱さに驚く。

「もっと、しっかり触れて」

「う、うん」

　不慣れな手つきで、掌で包むようにして彼の男根に触れる。

　すると、ぴくりと跳ねるように、それが動いた。

「……なんだか、熱くて硬い？」

「千歩が可愛いから、こうなったんだよ」

　掌を少し動かすと、夕弦さんの口から切なげな吐息が漏れた。

　もしかして、気持ち良いのだろうか。

　私の手で夕弦さんが感じてくれたのだと思うとなんだか嬉しくて、私はゆっくりと手を前後させた。

「んっ……気持ち良いよ」

　私の動きを褒めるように、夕弦さんが私の髪を撫でる。

　気持ち良いって言ってもらえると、嬉しいな。

　男性のそれに触れるのなんて、初めての経験だ。

　上手な触り方なんて分からないから、褒めてもらえると安心する。

　それと同時に、自身を振り返って少し反省した。

　私、ダメとかヤダとかばっかり言って、申し訳なかったかも。

「怖くない？」

「怖くないよ。だって、夕弦さんの一部だから」

　見た瞬間は、なんだか得体が知れなくて少しだけ怖いように感じた。

　だけど、夕弦さんの一部なのだから怖がることはない。

「千歩、こっち向いて」

「ぅん」

　夕弦さんと唇を重ねる。

　肩を掴まれて、そのままゆっくりとベッドに押し倒された。

「挿れてもいい？」

　もう待ちきれないとばかりに、彼は私の足の間に男根を押しつけた。

　そのままゆっくりと腰を揺らすと、私の愛液が彼の切先に絡みつく。

「ぅん……いいよ。夕弦さん、挿れて……」

　まだ少し残っている恐怖を押し殺して、私は笑みを作る。

　夕弦さんはありがとうと頷いてから、先端を入口へと押し当てた。

「できるだけ力を抜いて」

「んっ、っ、あああ……」

　優しい声と一緒に、隘路を割って夕弦さんが入り込んでくる。

　皮膚を裂かれるような痛みが走って、じわりと目尻に涙が浮かんだ。

　私の涙を見て、夕弦さんの動きが止まる。

「ごめん、痛いよね。一度抜こうか？」

　私を気遣う声を聴いて、首を横に振った。

　破瓜の痛みは下腹部をじんじんと苛んでいる。

　けれども、それ以上に夕弦さんとひとつに慣れた喜びが大きかった。

「大丈夫だから、抜かないで」

「でも」

「夕弦さんとひとつになりたいの」

　私が背中に腕を回すと、彼は驚いたように息を呑んだ。

　そのまま私を抱き返して、切なげな吐息を漏らす。

「……ありがとう。千歩、愛してる」

　想いを伝えるように、夕弦さんは短いキスを繰り返す。

　そのあと、労わるように優しく私の背を撫でた。

「ゆっくりと息を吐いて、俺の指に集中して」

「あっ」

　彼は無理に奥まで押し込むことはしないで、指を使っての愛撫を再開する。

　乳頭をこね回され、花芽を刺激されると、痛みと快楽が混ざり合った。

「んっ、あんっ、ああ」

　快楽が増してくると、腹部の痛みが少し和らいだような感じがした。

　ぬかるみも増して、滑るようにして彼の男根が最奥まで入り込む。

「ひっ……んん」

　がっちりと深く繋がって、凄まじい圧迫感に私は息を呑んだ。

　夕弦さんのモノは大きくて、身体が壊れてしまいそうだ。

「っは……全部、入った」

「ぅん……はぁ、あっ……」

　荒い吐息を漏らすと、優しいキスが頬を撫でる。

　腹部はまだ鈍く痛むけれど、温かく愛しいという気持ちで胸が満たされていく。

　深く繋がりひとつになることで、彼が好きだという気持ちが膨れ上がる。

　……セックスって、こんな気持ちになれるものだったんだ。

　未知な行為に対する恐怖と羞恥から、私はこの行為を少し忌避していた。

　だけど、愛する人との交わりは、気持ちを確かめ合うために大事なものだったのだ。

「あっ、ふぅっ、あああ……」

　夕弦さんが私の身体を気遣いながら、肉芽を弄り始める。

　脳が痺れるような快楽は、麻薬のように破瓜の痛みを和らげた。

　快楽が増していくにつれて、お腹の奥が切なくなっていく。

　その切なさを埋めるように、ゆっくりと夕弦さんが抽挿を始めた。

「んっ、あっ、ふぁ……」

　身体を揺らされる動きに合わせて、嬌声が零れ出た。

　破瓜の痛みはまだ残っているのに、多幸感がそれを上回ってしまう。

「痛くない？」

「大丈夫……だから、止めないで……」

　行為を止められたくなくて、私は夕弦さんに縋りつく。

　夕弦さんはいつも私を大事にしてくれている。

　だけど、そのせいで彼が我慢してしまうのは嫌だ。

「痛くてもいいの、もっと動いて。夕弦さんと、ひとつになりたい」

「千歩……」

　夕弦さんに口づけをされて、声を奪われる。

　それと同時に、私の穿つ彼の動きが速まった。

「ふっ、んぅ……んむっ」

　塞がれた唇の間から吐息が漏れる。

　愛しい気持ちをぶつけるような激しさで、身体が揺らされた。

　彼の必死な様を見ていると、じんわりと鈍い下腹の痛みまで愛しく感じる。

「はっ、んんっ、千歩っ、千歩っ」

　唇が離れると、彼は繰り返して私の名を呼んだ。

　奥を何度も突きあげられると、花芽を弄られたときとはまた別の、胸が切なくなるような快楽が生まれてくる。

　まだ淡いその快楽の欠片は、身体を揺らされるたびに少しづつ強くなっていった。

「あンっ……あっ、ンっ」

　寄る辺を探すように、私は目の前にある夕弦さんの身体に縋りつく。

　ぴたりと肌が合わさって、暖かな彼の体温が私を包み込んだ。

　互いの鼓動が重なって、どこまでも溶けてしまいそうだ。

「千歩っ、このまま……っ」

　切なげな声をあげて、彼の眉根がきゅっと寄る。

　熱杭が膣壁の一カ所を深く抉った。

　指で慣らされていたときも強く感じてしまったその場所を突かれると、痺れるような快楽の波がやってくる。その波が去る前に何度もそこを穿たれて、気づけば私は、きゅうきゅうと彼を締めつけていた。

　奥からは蜜が溢れ、水音が聞こえるほどに内側が潤んでしまっている。

　ただ、ひたすらに気持ちがいい。

　強い快楽に痛みを忘れて、私は行為に夢中になった。

　背中には逞しい彼の腕が回って、強い力で私を抱き込んでいる。

　互いの吐息がいっそう速くなった。

　頭の奥が白く染まっていき、快楽の奔流がせり上がってくる。

「ひぃあ、ンッ、あんっ、アああっ」

　目の前が明滅して、快楽が弾けた。

　それと同時に、夕弦さんが最奥を深く抉る。

　彼の身体が小刻みに震えたかと思うと、私の責める動きが止まった。

　お腹の中で、熱杭がドクドクと脈打っているような感覚がする。

　彼の汗が私の肌に伝い、熱を冷ますように何度も呼吸を整える。

　絶頂のあとの気だるさに包まれて、終わったのだと気がついた。

「千歩、ありがとう。愛してる」

　私は優しいキスを落とすと、私の身体を労わるようにゆっくりと熱杭を引き抜いた。







　私、夕弦さんとついに最後までしちゃったんだ。

　なんだか不思議な気分だった。

　何年も交際して、結婚もして、誰よりも彼と近しい関係だったのに。

　なんだか、初めて彼の奥底に触れられたような気がする。

「夕弦さん、今までごめんなさい」

　謝罪すると、彼は驚いたように目を瞬いた。

「どうして千歩が謝るの？」

「だって、結婚するまでしたくないとか言って、ずっとこうして夕弦さんと触れ合うことを避けてきたから」

　実際に抱き合ってみたら、私が思っていたよりもずっと幸せな行為だった。

　こんな気持ちになれるのなら、もっと早く彼と触れ合えば良かった。

　私がそう言うと、夕弦さんは首を左右に振った。

「千歩が気にすることはないよ。たしかにずっと君を抱きたいって思っていたけど、俺はそれを口に出してこなかったんだから」

「どうして言ってくれなかったの？」

　夕弦さんは普段から、自分の要望を口に出さない。

　もっと我侭を言ってもいいのに、いつだって私の意見を優先させてしまうのだ。

「千歩に嫌われたくないから」

「夕弦さんが我侭言ったって、私、嫌いになんてならないよ」

　こうして肌を重ねて、彼への愛しさがますます増えた。

　もう何を言われても、彼を嫌いになる気がしない。

「もしかして私、ものすごく心が狭いって思われてる？」

「違うよ。千歩が悪いんじゃなくて、俺の問題なんだ。千歩のことが好きすぎて、できるだけ千歩の理想の男でありたいって思ったら、何も言えなくなる」

　そう言って、夕弦さんは苦しげに顔を顰めた。

「たしかに夕弦さんは私の理想の人だけど、それは、自分を演じてるってこと？」

　そうなら、出会ってから結婚するまでの何年も、彼は自分を偽っていたことになる。

　だけど、夕弦さんには演じているような不自然さはなかった。

　そもそも、自分をずっと演じるなんて、そんなことができるものだろうか。

「演じてるっていうのはちょっと違うけど、なんていうか、俺の嫌なところを千歩に見られたくない」

　夕弦さんの嫌なところと言われて、私には少しも思いつかなかった。

　それは、今まで彼が私を不快にしないために、隠していたからなのだろうか。

「夕弦さんの嫌なところって？」

「結婚するまでしたくないって言っていた君に対して、色々と想像してたこととか」

「想像……それって、今日みたいなこと？」

　夕弦さんとの行為を思い出して、顔が熱くなった。

　バスローブの紐で縛られたり、リビングで服を脱ぐように言われたりと、夕弦さんの言動は少々刺激が強すぎる。

　嫌ではないけれど、なんというか、意外ではあったかも。

「今日みたいなこととか、もっとすごいこととか」

「も、もっとすごいこと⁉」

　今日だってとても恥ずかしかったのに、それ以上だなんて想像もつかない。

　私が口をぱくぱくさせると、夕弦さんは苦笑した。

「大丈夫だよ。千歩が嫌がることはしないつもりだから。……基本的には」

「基本的には？」

　どういう意味かと問い返すと、彼は視線を宙に泳がせた。

「ちゃんと我慢できてるはずだったんだよ。今まで千歩に色々したいって思っても、嫌がるだろうなって思ったら抑えられた。だけど、結婚して手を出してもいいって許可を貰えてから、少し抑えが効かなくて」

「それって、リビングでのこととか、ホテルで私を縛っちゃったこと？」

「そう。千歩が怖がるって分かってるのに、やっちゃった」

　夕弦さんは困った顏で息を吐いた。

「俺は千歩が思ってるより嫉妬深いし心が狭いよ。他の男と喋ってるのを想像するだけで、不安で千歩のことを縛りつけたくなる」

　そんなことを聞かされたのは初めてで、私は目を瞬いた。

「ということは、本当は私が会社の飲み会に行くのも嫌だった？」

「飲み会どころか、千歩が会社に行くのだって嫌だよ」

「会社も？」

「当然じゃないか。部署内も取引先も男ばっかりな環境なんだから」

　まさか会社に対してもそんな不満を持っていると思っていなくて、私は心底驚いた。

「どうして今まで言ってくれなかったの？」

「だって、格好悪いだろう。余裕のない男だと君に知られたくなくて」

　夕弦さんは、ばつが悪い顔をする。

「それに、俺は昔、彼女からの束縛が嫌になって別れたことがあるんだ。同じようなことを君にして、嫌がられたくなかった」

　そういえば、夕弦さんから束縛が嫌で彼女と別れたと聞いたことがある。

　自分が嫌な思いをしたからこそ、私に同じことをしたくないと思ったのだろう。

「……これが、君が知りたがってた俺の本音だよ。幻滅した？」

　夕弦さんは恐々とした様子で私を見る。

　いつも余裕のある夕弦さんからは信じられないような姿に、私はなんだか胸がキュンとしてしまった。

「幻滅なんてするはずない。だって、夕弦さんは私のことを思って隠してくれていたんでしょう？」

　私を好きだと思っているからこそ、隠してくれていた本音。

　夕弦さんが何も言わず自由にさせてくれていたからこそ、私は伸び伸びと仕事することができていた。

　それはたしかに、ありがたいことだと思う。

　だけど、何も知らずに夕弦さんに嫌な思いをさせたくない。

「でも、これからはちゃんと言って欲しいの。夕弦さんに我慢させるばかりじゃなくて、私も夕弦さんのためにできることをしたい」

「それは……無理だよ」

「どうして？」

「俺の我侭を聞くなら、千歩は会社を辞めて誰にも会わずに家にいなくちゃいけなくなる。でも、それは嫌でしょう？」

　どうやら、夕弦さんは私に専業主婦をして欲しいらしい。

　今の仕事は学生時代からずっとやりたかったことだ。

　職場の空気も悪くないし、できれば仕事を続けたいって思ってる。

　それでも。

「私が仕事に行くことで夕弦さんが嫌な気持ちになるなら、辞めてもいいよ」

　仕事は大事だ。やりがいもあるし、楽しいって思ってる。

　だけど、夕弦さんと天秤にかけたら、夕弦さんのほうが大事に決まっている。

「そんな、でも、千歩は今の仕事が好きだって……」

「そりゃ、ずっとやりたかった仕事だし。楽しいって思ってる。けど、でもそれよりも夕弦さんが大切だから」

　夕弦さんは本音を言うと私に嫌われると思っていたみたいだけど、そんなことで、彼を嫌いになれるはずがないのだ。

　想いを伝えると、彼は茫然と私を見つめた。

「……なんていうか、俺、自分で思ってる以上に千歩に愛されてるのかも」

「大好きだし、愛してるよ。ずっと言ってるのに、伝わってなかった？」

「いや、伝わってたよ。でも、思っていた以上だったというか……」

　夕弦さんは頬を赤く染めながら、嬉しそうにはにかんだ。

　もしかすると、私はずっと夕弦さんを不安にさせていたのかもしれない。

「夕弦さん、愛してる。夕弦さんが私に我侭や本音を言ったって、この気持ちは変わらないよ」

　夕弦さんのことが愛しくなって、私はぎゅっと彼を抱きしめた。

「千歩、俺も愛してる。何よりも君が大好きで、大切なんだ」

　夕弦さんが私の頬に手を這わせて、ゆっくりと口づける。

　ふにっと、柔らかく触れるだけだった口づけは、次第に深くなっていく。

　互いに舌を絡ませ、互いの体温を感じながら抱きしめ合っていると、腰に硬い感触が当たる。

　夕弦さんのものが、再び硬さを取り戻しているのだと気づいて、私は目を丸くした。

　それに気づいた夕弦さんが、気まずそうに頬を掻く。

「ごめん。こんな格好で君を抱きしめてたら、つい。大丈夫、今日はこれ以上無理はさせないから」

　私の服はリビングに置いてきてしまったし、夕弦さんもまだ服をきていない状態だ。

　二回目に突入しそうな空気だったけれど、私の身体を気遣って、夕弦さんが身体を離した。

　たしかに破瓜の余韻は残っていて、下腹は微かに痛んでいる。

　だけど、このまま彼と離れてしまうのは寂しい気がした。

「しなくていいから、もう少しだけ抱きしめていてもいい？」

　私の気持ちを読み取ったかのように、夕弦さんがそんな提案をしてくれる。

　もちろん願ってもない提案だったので、私は喜んで彼の背に腕を回した。







５章 嫉妬の行方








　新婚旅行当日。今日は夜の便でハワイに向かう予定だった。

　日が暮れる前に家を出発して、車で空港へと向かう。

「身体は大丈夫？」

「うん。もうすっかり元気だよ」

　破瓜の余韻は朝まで残っていて、今朝は少しばかり歩き辛かった。

　そんな私を心配して、夕弦さんはかいがいしく世話を焼こうとしてくれる。

「今日は機内泊だから、ゆっくり休めないかもしれないけど」

「大丈夫だよ。飛行機で眠るのは初めてじゃないし」

　しかも今回は奮発して、ファーストクラスでの旅行なのだ。

　チェックインゲートから専用のものになっていて待ち時間がないし、搭乗までの時間に航空会社のラウンジを利用することができる。このラウンジがホテルのレストランみたいに豪華で、ドリンクはもちろんフードやデザートも充実しているのだ。機内で食事もできるのだけれど、フライト時間の関係で睡眠に時間を取りたかったので、事前に夕食を済ませておくことにする。

　手続きを済ませて乗り込んだ機内は、座席毎に仕切りがあって半個室になっていた。

　シートを水平に倒してベッド状にすることができるので、横になって眠ることができるのが、夜間のフライトではありがたい。ラバトリーでアメニティのパジャマに着替えを済ませて席に戻ると、乗務員さんがベッドメイクを終えてくれていた。

　飛行機なのに、ちょっとしたカプセルホテルみたいで、なんだかワクワクする。

　仕切りがあるので人目を気にすることもなく、落ち着いて眠ることができた。

「おはよう、よく眠れた？」

　朝になって、夕弦さんの挨拶を受けながら目を擦る。

「シートで横になれたから、結構眠れたよ。ちょっとだけ眠いけど」

　飛行機の窓からは朝日が見える。現在、現地時刻で朝の八時過ぎだ。フライトは六時間程度なので、まだ少しだけ眠たい。

「ホテルで少しだけ休んでから、遊びに行こうか」

　今回はハワイに五日間滞在の予定だ。

　時間も十分あるし、焦って観光する必要もないだろう。

　入国手続きを済ませてからホテルへと向かう。

　到着時間を予め伝えていたので、空港にはホテルから迎えの車が来てくれていた。

　当然ながらやり取りは英語なのだけれど、夕弦さんが流暢に対応してくれるから、私はほとんど何もすることなくチェックインを済ませることができた。

　案内されたのは、キッチン付きのリビングがある広い客室だった。

　バルコニー付きの窓はオーシャンビューで、ホテル専用のプライベートビーチが見える。

　滞在中はキッチンを自由に使えるので、買ってきた現地の食材で料理することもできるのだ。

「すごく綺麗な部屋だね。窓から海も見える」

　窓越しに見えるコバルトブルーに澄み切った美しい海を見て、私は顔を綻ばせた。

　海は好きだ。国内なら沖縄に何度か旅行に行ったし、今回のように外国の海に行くこともある。

「本当に綺麗だ。いい写真が撮れそうだね」

　社会人になってからも、ふたりで写真の趣味は続けている。

　連休にはカメラを持って遠出するのが私たちの楽しみなのだ。

　新婚旅行にも、カメラだけは忘れずに持ってきている。

「千歩も移動で疲れているみたいだし、海で泳ぐのは明日にして、今日は写真を撮りながら観光しようか」




　荷ほどきを済ませて少し休憩してから、私たちは観光に出かけることにした。

　ナル・ストレージのずらりと並んだサーフボードは壮観で、はしゃぎながらハワイらしい光景をカメラに収める。

　散策しながら見つけたカフェでパンケーキを食べてから、カカアコ地区に向かうことにした。

　カカアコは町のあちこちにウォールアートが描かれている、芸術的な地区だ。元々は倉庫街だったらしいのだが、今ではカフェやショップも増えて、立派な観光地になっているらしい。

　こちらまで元気を貰えるようなカラフルなイラストから、肖像画のような写実的なものまで色んなウォールアートが並んでいるのは、町全体が美術館のようで圧巻だった。

　ゆっくりと散歩をしながら、気に入ったものを撮影して回るだけであっという間に時間が過ぎていった。

　日が暮れる前にタクシーでホテルに戻って、レストランでゆっくりと夕食をとる。

　観光途中で見つけた青色の可愛いウォッカをお土産にしたので、部屋に戻ってふたりで飲むことにした。

「あっという間に、一日が終わっちゃった」

　ダイニングチェアに腰かけて、私はうーんと伸びをした。

　ルームに備えつけのキッチンでは、ウォッカをベースにしたカクテルを夕弦さんが作ってくれている。

「はい。千歩はソルティドッグでいいよね」

　夕弦さんがコトンとテーブルにカクテルを置いてくれた。

　生のグレープフルーツを使用した、贅沢なお酒だ。

「ありがとう」

　口に含むと、グレープフルーツの爽やかな香りと、微かな塩のしょっぱさが絶妙だった。ベースとなっているウォッカも癖が少なくまろやかで優しい味がする。

「うん、美味しい！」

「こっちも美味しいよ」

　夕弦さんが飲んでいるのは、トニックウォーターを混ぜたウォッカトニックだ。

　余ったグレープフルーツを少し絞って、果実で飾りもつけている。

　ふたりでお酒を楽しみながら、今日の思い出を語り合う。

　移動の疲れが吹き飛ぶくらい、とても楽しい一日だった。

「なんだか、こうしてのんびり旅行するのも久しぶりだね」

「ここのところ、ずっと忙しかったもんね」

　ここ半年くらい、結婚式や新居の準備があって休日も予定が詰まっていた。

　賃貸ではなくマイホームを買うことにしたので、とにかく打ち合わせが多かったのだ。

　仕事が終わってから式場やハウスメーカーに行かなければならない日もあった。

「でも挙式も引っ越しも終わったし、仕事を辞めたら暇になっちゃうかな」

　子どもが生まれたら忙しくなるかもしれないが、家事をするだけだと時間を持て余してしまいそうだ。

　そうなったら、新しい趣味か、自宅でできる仕事を探してみてもいいかもしれない。

　そんなことを考えていたら、夕弦さんの表情がふっと曇った。

「そのことなんだけど、千歩は辞めなくてもいいよ」

「え？」

　私に家にいて欲しいのではないのだろうか。

　夕弦さんが望むならと、本気で専業主婦になることを検討していたのだが、突然の方針転換に私は目を瞬いた。

「そりゃあ、俺は千歩が家にいてくれたら嬉しいよ。だけど、やっぱり俺の我侭で千歩のやりたいことを我慢させるのは違うと思うんだ」

「でも、私だって夕弦さんに我慢させるのは嫌だよ」

　今の会社で働いていれば、異性との接触を避けることはできない。

　取引先だって男性が多いし、飲み会などのつきあいも完全に断ることは難しい。

　それこそ仕事を辞めるか、転職しなければ無理だろう。

「うん。だから、俺も嫉妬したときは我慢しないようにするよ」

　嫉妬を我慢しないとは、どういうことだろうか。

　私が首をかしげると、彼は言葉を続けた。

「俺は今まですごく嫉妬深いくせに、取り繕って、千歩に隠そうとしてきたんだ。だけど、これからは嫉妬したときはちゃんと嫉妬したって言うことにする。それで、千歩が俺の嫉妬心の解消につきあってくれたら、それでいいかなって」

「それはいい提案だと思うけど……嫉妬心の解消って、どうすればいいの？」

　私も自由に過ごせて、夕弦さんも我慢しない方法があるなら、それが一番だ。

　だけど、どうすれば嫉妬した気持ちが解消できるのか、よく分からない。

「俺とイチャイチャして、千歩が俺から離れないって安心させて欲しいかな」

「なんだ、それくらいならお安い御用だよ」

　そんな簡単なことでいいのかと、私はドンと胸を叩く。

「ありがとう。じゃあ、こっちに来て」

　夕弦さんはポンポンと自分の太ももの上を叩く。

　裸で彼の膝に座らされたことを思い出して、私は少しばかり躊躇した。

「大丈夫。今は服を着ててもいいから」

　私の躊躇いを見抜いた夕弦さんが、くすくすと笑った。

　私だけが妙に意識しているようで、なんだか恥ずかしい。

　照れ隠しにちょっとだけ彼を睨んでから、よいしょと膝の上へと座る。

「夕弦さん、こうするの好きだよね」

「この体勢だと、千歩とくっついていられるし」

　私のうなじに吐息がかかった。

　この体勢だと、夕弦さんの表情が見えないのが難点だ。

「カクテル、まだ残ってる。ちょっと貰っていい？」

「もちろん」

　同意を得てから、夕弦さんは向かいに置かれた私のグラスを引き寄せた。

　半分ほど残ったソルティドッグを、味を確認するように数口飲む。

「うん。生のフルーツを使うとやっぱり美味しいね」

「夕弦さんのも、貰っていい？」

「どうぞ」

　彼は頷いてウォッカトニックのグラスを持ち上げる。

　そのまま私に手渡してくれるのかと思ったら、気が変わったのか、そのままお酒を自分で飲んでしまった。

　どうぞって言ったのに。

　少しの不満をこめて夕弦さんを見上げると、あごを掴まれて、そのまま唇を奪われた。

「……んんっ」

　唇を割られたかと思うと、微かに苦いアルコールの味が流れ込んでくる。

　彼は唇を話すと、戯れるように笑った。

「美味しい？」

「こんなんじゃ、味なんて分からないよ」

「じゃあ、もう一回」

　私の頬に手を当てて、彼は口づけを繰り返した。

　今度はお酒ではなく、彼の舌が口内に入り込んでくる。

　仄かにウイスキーの香りがして、くらくらとした。

「お酒じゃないし」

「うん。俺がキスしたかっただけ」

　悪びれもなく言われると、なんでも許してしまう。

　もうっと怒ったふりをすると、今度はちゃんとグラスが手渡された。

　こちらの方がウイスキーが多いのか、私が飲んでいたソルティドッグより酒精が強いようだ。

　ごくりと喉を通るときに、微かに焼ける感じが心地よい。

「美味しいね。もっと飲みたくなる」

「千歩は強めのお酒も好きだよね。それに、案外酔いにくい」

「そうかも。お酒で失敗したことないし」

　酔っていると自覚することはあるけれど、意識を失ったり、吐いたりするほど酔ったことはなかった。

　飲みすぎないように注意しているのもあるだろうけど、翌日に響いたこともない。

「もしかしたら、俺の方が弱いのかも。昔、飲みすぎて君に介抱してもらったこともあるし」

「それって、まだつきあう前の飲み会だよね」

　一度だけ、デジフォト部の飲み会で、珍しく夕弦さんが酔いつぶれたことがあった。

　だけどあれ以降、夕弦さんが酔っているところなんて見たことがない。

「たまには、酔うほど飲んでくれてもいいのに」

「嫌だよ。酔っぱらって情けなくなったところなんて、千歩に見せたくない」

「酔った夕弦さんも、可愛かったんだけどな」

　当時のことを思い出して、懐かしさに浸る。

「たしかあのとき、元カノのことを話してくれたよね」

「よく覚えてるね？」

「そりゃあ、好きな人の話だもん」

　当時、片想いしていた相手の恋愛話だ。忘れるはずがない。

　あのとき、夕弦さんは束縛が嫌になって彼女と別れたのだと言っていた。

「彼女と交際していたときは、相手を束縛したいって気持ちが本当に分からなかったんだ。浮気しているわけでもないのに、どうしてあの子は俺の楽しみを邪魔しようとするんだろうって。でも、千歩のことを好きになってから、当時の彼女と同じ気持ちになることが増えた」

　そんなに早くから私のことを好きで、嫉妬してくれていたんだ。

　それなのに、交際してからもずっとその感情を隠し続けていたのだろう。

「でも夕弦さんは、私を束縛しようとしなかったよね」

「そりゃそうだよ。だって、それが原因で俺は過去に彼女をフッてるんだから。俺が嫉妬で千歩を束縛して、同じようにフられるなんて絶対に嫌だったから」

「私は……夕弦さんになら、少しくらい束縛されてもいいけど」

　誰かを束縛したいって気持ちは、好意に紐づいている。

　それが分かっているからこそ、嫉妬してもらえるのは嬉しさもあるのだ。

　私の言葉に、彼は考えるように唇に指を当てた。

「束縛してもいいの？」

「うん。少しくらいなら」

　家から一歩も出るなと言われると困るけど、叶えられる範囲なら叶えたい。

「じゃあ、飲みに行く前と終わった後は、必ず俺に連絡して」

「飲みに行くな、じゃなくて？」

「うん。本音を言えば行かないで欲しいけど、つきあいが必要なのも分かるし。だから、行ってもいいけど連絡して欲しい」

　私は分かったと頷いた。

　そもそも、夫婦なんだからスケジュールを共有するのは当然だと思っているし、飲みに行くときは夕弦さんに連絡するつもりでいた。

　店を出たあとも連絡すればいいのなら、簡単だ。

「千歩は飲みすぎたりしないって知ってるけど。でも、無理に飲まされたり、薬を混ぜられることもあるかもしれないでしょ。二十時を過ぎても連絡がないなら、俺が迎えに行きたい」

　そんなことをされるはずがない。と、喉元まで出かかったが、私は言葉を飲み込んだ。

　今の同僚たちは信用しているけれど、新しい人が入ってくることもある。

　お酒に薬を混ぜて酔い潰される、なんて事件も聞いたことがあるし、それで夕弦さんが安心できるなら断る理由なんてない。

「分かった。必ず連絡を入れるようにするね」

　私が頷くと、夕弦さんは安心したように息を吐き出した。

「ありがとう。逆に、千歩は俺にして欲しいことはないの？」

「夕弦さんにして欲しいこと？」

「されて嫌なことでもいいよ」

　問いかけられて、うーんと考え込む。

　いつだって、私が要望を言う前に、夕弦さんはさらっと叶えてくれるのだ。

　新婚旅行のプランだって、私の意見を聞きながら上手くまとめてくれた。家事だって分担しているけど、気づいたら私の分も終わらせてくれていたりする。

　いつも感謝するばかりで、十分満足しているのだ。

「して欲しいことも、されて嫌なことも思いつかないよ。浮気とかはしないで欲しいけど、夕弦さんがそんなことするとも思えないし」

「そうだね。千歩以外の女性になんて、興味もないし」

「あ、ありがとう……」

　夕弦さんはさらりとすごいことを言ってくれるので、嬉しいけれど恥ずかしい。

　もっとも、私だって夕弦さん以外の男性になんて興味ないのだけれど。

「でも、されて嫌なことがないってことは、また前みたいなことをしてもいいの？」

「前みたいなこと？」

「縛ったり、リビングで裸にしたり」

　耳元で艶めいた声を出しながら、夕弦さんの手が不埒に動く。

「あ、んんっ」

　服の上から胸を弄られて、彼の膝の上で身じろぎをした。

「ああいうことされるの、嫌じゃない？」

　夕弦さんは誘うように、私の身体に手を這わせる。

　秘め事の気配に、鼓動がドキドキと速くなった。

「恥ずかしいけど……嫌……じゃない」

　か細い声で、私はどうにか意志を伝える。

　羞恥でなかなか言えなかったけれど、私だって夕弦さんとの行為を望んでいるのだと知って欲しい。

　そりゃあ、いきなり縛られてすごく驚いたけど。

　でも、あれも夕弦さんの執着の表れなんだって思ったら、愛しく思える。

「夕弦さんになら、何をされてもいいから」

　私がどうにか言葉にすると、背後で夕弦さんが息を呑む気配がした。

「千歩が可愛すぎて、おかしくなりそう」

「んっ！」

　服の上から、彼の指が胸の先端を引っ掻いた。

　そのままコリコリとその部分を擦られて、淡い刺激に身体が震える。

「されてもいい、じゃなくて、して欲しいって言ってもらえるように、俺も頑張らないと」

「ン、ふぅ……」

　敏感な箇所を攻められているとはいえ、下着越しの愛撫だとわずかな刺激しか感じとれない。それが焦らされているようで、物足りない気分にさせられる。

　直接触られたら、もっと気持ち良いのに……。

　もどかしくてむずむずと身体を揺らすけれど、彼は衣服越しに触れるばかりで、私を脱がそうとはしてくれない。

「ぅん……夕弦さん」

「ん、どうしたの？」

　強請るつもりで名を呼んでも、彼は楽しげに微笑んで、もどかしい刺激を続ける。

　服を脱がせて、直接触って欲しい。

　私の気持ちなんてきっとお見通しだろうに、彼はわざと焦らしているのだ。

　ちゃんと、伝えて欲しいってことだよね……。

　普段は優しくて甘い夕弦さんだけど、こういうときだけは意地悪らしい。

　だけど、それが嫌だと思えない。

「夕弦さん……直接、触って……」

　私が強請ると、彼はよくできましたとばかりに、頬にキスをしてくれた。

「うん。じゃあ、こっちを向いて」

　指示されるままくるりと身体を反転させて、向かい合う形になるように彼の膝に座り直す。

　彼は私のシャツの裾を掴むと、下着が見えるように上へと持ち上げた。

　そのまま脱がされるのかと思ったけれど、彼の手は途中でぴたりと止まる。

「こうやって、服、持ち上げといて」

　自分で服を捲りあげるように指示されて、私は戸惑いながら彼の指示に従った。

　シャツの裾を掴んで、夕弦さんに下着が見えるように持ち上げる。

「こ、これでいい？」

「ホック外すから、下着も一緒に持ち上げて」

　夕弦さんが私の背中に手を回して、パチンと下着のホックを外した。

　はずみで浮き上がったブラを、シャツと一緒に持ち上げるように命令される。

　私は言われるままに下着も掴んで、シャツと一緒に上へとずらす。

　……これ、すっごく恥ずかしい。

　まるで、自分から夕弦さんに胸を見せつけているみたいな体制だ。

　恥ずかしいのに、胸がドキドキして期待してしまう。

「そのまま、しっかり持っててね」

　剥き出しになった胸に、夕弦さんは唇を這わせた。

　乳輪をなぞるように舌で舐めると、先端を優しく唇で食む。

「ふぅ、ンんっ」

　お強請りできたご褒美とばかりに、夕弦さんは執拗に胸を攻めたてた。

　左の胸先を舌で転がし、かと思えば、反対側を指でクニクニと転がしてしまう。

　望んでいた刺激を得られて、身体が歓喜に震える。

　舐められ、吸われて、あるいは指で転がされて。

　そのたびにジンと甘い刺激に翻弄されて、気持ち良くてたまらない。

「あっ、ひン……んっ」

「シャツ、下がってきてるよ。しっかり持っておかないと」

　心地よさに身体から力が抜けると、そうやって彼に叱られる。

「でも……あンッ、力、抜けちゃって……」

「仕方ないね」

　夕弦さんは小さく笑って、私の身体からシャツを引き抜いた。

　両手が解放されて、ほっと小さく息を吐く。

「こっちも脱いじゃおっか」

　夕弦さんは私を立ち上がらせると、スカートに手をかけた。

　ホックを外して床に落として、そのままショーツも抜き取ってしまう。

　またしても私だけ裸にされてしまって、羞恥から手で身体を隠す。

「また私だけ……夕弦さんも脱いでよ」

「じゃあ、千歩が脱がせてよ」

「私が？」

「うん。お願い」

　頼まれてしまって、私は夕弦さんのシャツのボタンを外す。

　けれど、まるでそれを妨害するみたいに、彼の指が私の胸に伸びた。

「あっ、ンッ」

　きゅっと胸先を指で摘ままれて、上手くボタンが外せなくなる。

　夕弦さんの手が止まった隙に脱がそうとするけれど、すぐさま胸や下腹部に手が伸びて、集中できなくなってしまった。

「ンぅ、もうっ、夕弦さん、あッ……」

「ほら、手が止まってる」

　私が苦戦しているのが楽しいのだろう。

　くすくすと笑いながら指で弱い箇所を攻めてくる彼は、やっぱり、少し意地悪だ。

　やっと彼の服を脱がし終えた頃には、疲れてくたくたになってしまった。

「夕弦さんの意地悪」

「意地悪されるのは、嫌？」

「……嫌、じゃない……けど」

　私ばかりが翻弄されるのは少し悔しい。

　夕弦さんにやりかえしたいという気持ちがむくむくと湧いてくる。

「私も、夕弦さんに意地悪したい」

　私がそう主張すると、彼の目が楽しそうに細まった。

「いいよ。どんな風に意地悪してくれるの？」

「ええっと……夕弦さん、そこ座ってください」

　とにかく、夕弦さんがしてるみたいに頑張ろう。

　私が近くにあったソファーを差すと、彼は言われるままにそこに座った。

　私は彼の正面に回り込むと、ワクワクしている様子の彼の前で屈む。

　夕弦さんがしてくれたのは……こんな感じだっけ。

　筋肉質な彼の胸に掌を這わす。

　私のとは違う逞しい身体にドキドキしながら、薄く色づいた乳頭にキスをした。

　唇でそこを挟み込んで、夕弦さんにされたみたいに舌で転がす。

　こんな感じでいいのかな……？

　ちらりと彼の反応を伺うが、夕弦さんは私みたいに喘いだりしないで、余裕そうな顏で私の行動を観察していた。

「……もしかして、気持ちよくない？」

「ううん。すごく気持ち良いよ」

　気持ち良いと言っているが、夕弦さんが取り乱す気配もない。

　男性と女性の身体は違うし、もしかして、胸ではそんなに感じないのかもしれない。

　それならばと、今度は私は彼の下腹部へと手を伸ばした。

　茂みの先にある彼の男根は、既に硬さを持ち始めている。

　私は意を決して、それを掌で包み込んだ。

　……熱くて、硬い。

　こうして触れているだけで、胸がドキドキする。

　やはり、胸よりもそちらの方が感じるのか、ゆっくりと掌を動かすと夕弦さんが気持ち良さそうな吐息を吐き出した。

　もっと、感じて欲しい。夕弦さんの乱れた顔が見たい。

　そんな気持ちがむくむくと持ちあがって、私は夕弦さんを攻める手に集中した。

　どこに触れれば反応するのか、彼の様子をよく観察して、弱いところを探していく。

　熱杭の裏側にある筋張ったところをなぞるとビクリと身体を震わせたが、声を漏らすほどではなかった。

　夕弦さんの乱れた声を聞いてみたい。

　どうすれば、もっと彼を乱せるだろうか。

　考えた結果、脳裏に過ったのは、初めての日の出来事だった。

　あらぬ場所を彼に舐められて、私は気持ち良すぎて達してしまったのだ。

　男の人も……舐められると気持ち良いはずだよね。

　私は意を決して顔をそこへ近づけると、舌を伸ばして軽く舐めてみた。

「っ、千歩⁉」

　私の行動に驚いたのか、夕弦さんが狼狽えた声をあげる。

　彼の感情を乱せたことが嬉しくて、私はもう少し動きを大胆にした。

　指で根元を刺激しながら、先端の部分に舌を這わせる。

　しょっぱいような、微かに苦いような、不思議な味がした。

「ンっ……千歩っ、そこまでしなくていいから……っ」

　艶めいた声をあげた彼が、私を止めようと腰を浮かせる。

「ダメだよ、ちゃんと座って」

「でも……さすがにこれは……」

「夕弦さんもしてくれたことだよ？」

　そう言われると反論できないのだろう。

　夕弦さんは諦めたように、ソファーに深く座り直した。

　私は改めて彼に向き直って、刺激を与え始める。

「ふっ……っんん」

　ときおり漏れる彼の声を聞いていると、感じてくれているのだと分かって嬉しくなる。

　もっとこの声が聞きたい、乱れた夕弦さんの顔が見たい。

　そんな願望が湧いてきて、私はハッとする。

　初めて夕弦さんに触れられた日、私は声を出すのが嫌で、我慢しようとした。

　だけどあのとき、夕弦さんはもっと聞きたいと言ってくれていたのだ。

　他の人の言葉に惑わされた自分を、今さらながらに反省する。

「どうしたの？」

　動きを止めてしまった私に、夕弦さんが不思議そうに声をかける。

「ううん。ちょっと前のことを思い出して」

「前のこと？」

「ホテルで、私、ずっと声を我慢しようとしてたから」

「ああ」

　思い出したのか、夕弦さんはクスッと笑う。

「必死で声を我慢しようとしてる千歩も可愛かったよ。でも、その理由にはちょっと腹が立ったかな」

「理由？」

「他の男の影響を受けてた」

　夕弦さんの目が、危険な感じに細まった。

　かと思えば身体を持ち上げられて、あっという間にソファーに押し倒される。

「わっ、夕弦さん！」

「ここからは、俺の番」

　軽く抵抗を試みるも、あっさりと膝を割られてしまう。

　彼の顏が近づいてきて、仕返しとばかりに中心部を舐めとられる。

「ふぁ、ンぅ……夕弦さん、ッん、もうっ、私がしたかったのに！」

　もっと夕弦さんを乱してみたかった。

　その途中で邪魔をされて、私は抗議の声をあげる。

「千歩のエッチな声が聞きたくなったから、ダメ」

　ちゅっと花芽に吸いつかれて、腰がビクンと跳ねる。

　そのまま舌で淫芽を転がされると、たまらない刺激が身体を襲った。

「ふあっ、あン、あっ」

「うん。もっとその声、聞かせて？」

　私が声をあげると、夕弦さんは嬉しそうに笑った。

　攻守逆転されて少し悔しいけど、夕弦さんが喜んでいるならいいか。

　なんて、考えていられるのも最初だけだった。

　夕弦さんが本気で私を攻め始めると、翻弄されるばかりで、余裕なんて欠片もなくなる。

　ぬるりと熱い舌で花芽を潰され、かと思えば指で膣内を掻きまわされる。

　とめどなく溢れる愛液は、夕弦さんの舌で舐めとられて、新たな快楽へと変わっていく。

　彼は私の弱いところなんて分かっているみたいで、簡単に翻弄されてしまった。

　お腹の奥がジンと熱くなって、内側に熱が溜まっていく。

「あっん、ひッ……夕弦さん、も……イっちゃう……」

「イっていいよ。千歩がイってる顏が見たい」

　荒い吐息を吐き出しながら、私を攻める手が速くなる。

　柔襞を押しながら、強く花芽に吸いつかれると、頭の奥が痺れて強い快楽に支配された。

「あっ、ンッ～～っ！」

　声にならない悲鳴をあげて、私はソファーの背もたれを強く握った。

　お腹の奥がキュンと疼いて、甘い痺れが全身に広がっていく。

　とぷりと蜜を吐き出した膣口から、彼は名残惜しげに指を引き抜いた。

「可愛い。千歩のこんな姿が見れて、俺は本当に幸せだよ」

　絶頂の余韻で朦朧としていると、甘い声と共にキスをされた。

　幸せなのは私だ。大好きな人にこんなにも愛されて、満たされている。

「このまま挿れてもいい？」

　頷くと、ソファーの上で夕弦さんに押し倒された。

　硬く張った熱棒の先が蜜口へと押し当てられ、ゆっくりと奥まで埋められた。

「あァ……んっ……」

　この感覚には、まだ少し慣れない。

　お腹の中が夕弦さんでいっぱいになって、ほんの少しだけ苦しい。

　けれども、それ以上の幸福で胸の奥が満たされていく。

「辛くない？」

　ぴたりと奥まで繋がりながら、夕弦さんが優しく気遣ってくれる。

「大丈夫。夕弦さんと繋がれて、嬉しい」

　違和感はあるけれど、初めての日の痛みが嘘だったみたいに身体は楽だった。

　平気だと笑って見せると、夕弦さんがほっと息を吐いた。

「良かった。動いでも大丈夫？」

「もちろん」

　夕弦さんが私の中でゆっくりと腰を動かし始めた。

　前回はただ夢中で彼を受け入れるしかできなかった。

　けれども今日は二度目だからか、まだ少しだけ余裕がある。

「んッ」

「痛い？」

「ううん。痛いっていうより……」

　熱の塊が前後するたびに、じわりと鈍い快楽が腰に届く。

　夕弦さんのものは大きくて、奥まで挿れられると苦しいくらいなのに、段々とその圧迫感がたまらなく感じてくるのだ。

　気持ちが良い、もっと欲しい。

　ゆるゆると動かれるたびに、そんな欲望が湧いてくる。

「……気持ち良いから、もっとして欲しい」

　小声でどうにか彼に伝える。

　私も望んでいるのだということを、夕弦さんに分かってもらいたい。

　私の言葉を聞いて、夕弦さんが嬉しそうに微笑んだ。

「そっか。じゃあ、少し速くするね」

　私の身体を労わりながらも、夕弦さんは腰の動きを速めた。

　熱いものが膣内をかき混ぜるたびに、ぞくぞくと快楽がせり上がる。

　先ほどよりも強くなった刺激に、私は呼吸を荒くする。

「っん、はァ……イぃの……もっと」

　自分から強請るのは、淫乱な女になったみたいで、すごく恥ずかしい。

　それでも、駄目や嫌という言葉は使いたくなかった。

　きっと夕弦さんなら、はしたない私でも愛してくれる。

　淫らな声も、達しそうでぐちゃぐちゃになった顏も、彼にだけは見せることができる。

「千歩、最高に可愛い……愛してる」

　夕弦さんはとろけるような甘い顏をして、私の背に腕を回した。

　強く抱きしめられると、どんな自分でも受け入れてもらえるのだという安心感に包まれる。

　夕弦さんなら、私がおばあちゃんになっても可愛いって言ってくれそうだ。

　私も彼を抱き返すと、ぴたりと肌が重なった。

　空調の効いた静かな室内で、互いを求め合う音が響く。

　心地よくて幸せで、満ち足りた時間だった。

　彼の動き呼応するように、いつの間にか私も緩く腰を動かしていた。

　手足を絡めて、体温を分け合って、愛を確かめ合う。

　ずっとこうしていたい気持ちになるけれど、身体は確実に高みへと近づいていった。

「あンっ、はァっ、も……イっちゃいそ……」

　お腹の奥に熱が溜まって、今にも弾けてしまいそうだ。

　息絶え絶えに訴えると、夕弦さんも切なげにきゅっと眉を寄せた。

「俺も、限界……っ、一緒にイこう……」

　夕弦さんは私を強く抱き込むと、唇を重ねた。

　身体の全てが彼で埋められて、どこまでもひとつになる。

　その状態のまま、彼の動きが切羽詰まった。

　奥深くを何度も激しく突かられ、溜まっていた快感が弾ける。

　全てが混ざり合って解けてしまいそうなほど深い恍惚に落とされると同時に、彼の身体が数度震えた。

　頭の奥が真っ白になって、身体中が幸せで満たされる。

　──愛してる。

　薄く目を開けて夕弦さんを見つめると、彼も同じだけの愛情を湛えた瞳で私を見つめ返してくれた。







　七日間の新婚旅行を終えて、私たちは東京へ戻ってきた。

　往路よりも少し長い九時間のフライト。体感ではもう夕方だけど、時差の影響があってこちらはまだ昼間だった。

「あっという間だったなぁ」

　楽しい時間ほど過ぎるのが速いと言うけれど、七日もあった旅程はとても短く感じた。

　日中は観光や海を楽しんで、夜になれば夕弦さんとイチャイチャする。

　とても幸せで、日常に戻りたくないと思える旅行だった。

「本当に。また行きたいね」

「長期で休みが取れたらいいけど」

　今回は新婚旅行ということでまとまった休みが取れたが、海外旅行に行けるほど長期の休みは取り辛い。

「千歩と一緒なら国内でもいいよ。次はのんびり温泉とか」

「温泉もいいね。別府とか行ってみたいなぁ」

「地獄めぐり？」

「そうそう。大きい蓮の写真とか、撮りたくない？」

「いいね、楽しそう」

　ハワイから戻ったばかりなのに、次の旅行の話をしているなんて贅沢だ。

　夕弦さんと一緒に行ってみたい場所が多すぎるのが悪い。

「そのためにも、お仕事頑張らないと」

　ハネムーン休暇は明日で終わりだ。

　明後日からはふたりとも仕事が始まる。

「千歩はお土産もいっぱい買ってたね」

「うん。友だちに渡すやつとか、会社で配る分とか」

　お土産を選ぶのも旅行の楽しみのひとつだ。

　結婚を祝いたいと誘われた飲み会を早く抜けたので、そのお詫びもかねてお土産を配る予定なのだ。

「ふぅん、会社で配るやつね」

　トゲトゲした夕弦さんの口調に、目を瞬く。

「もしかして、嫉妬してる？」

「千歩から笑顔でお土産渡される男が羨ましいなって思ってる」

　こんな風に拗ねた口調の夕弦さんは、今までだったら見られなかった。

　こうして本音を晒してくれることが嬉しくなる。

「夕弦さんにも、お土産買うべきだった？」

　ふたりで選んだ自分たち用のお土産はあるけれど、それとは別に、こっそり夕弦さん用のお土産を買っておけば良かったかな。

　私が考えていると、夕弦さんにぎゅっと手を握られる。

「お土産よりも、千歩が欲しいな」

　すりっと指を擦られて、心臓がドキリと跳ねる。

　嫉妬の解消につきあってと言われた言葉が蘇える。

　夕弦さんは多分、嫉妬すると行為が意地悪になるのだ。

「い、家に帰ったらね？」

「楽しみにしてる」

　彼は蠱惑的に笑うと、キャリーケースをトランクに詰めた。

　いったい今日は何をされてしまうのかと、ドキドキしてしまう。

　夕弦さんの愛情は私が思っていたよりも重かったけど、それ以上に幸せだ。

　恥ずかしさと、少しの期待に胸を膨らませて、私は助手席へと乗り込んだ。







番外 甘いお仕置き








「それで、どうして連絡くれなかったの？」

「ごめんなさい。その、スマホの充電が切れちゃって」

　どこか刺々しい口調の夕弦さんに向かって、私は謝罪した。

　今日は退職する先輩の送別会だった。会社が終わったあと、部のみんなで居酒屋に行った。

　飲み会が終わったあとは、夕弦さんに連絡を入れる。

　その約束を、私は破ってしまったのだ。正しくは、スマホの充電が切れてしまって連絡ができなかった。

　証拠とばかりにバッグから充電が切れたスマホを差し出すと、彼は小さく息を吐いた。

「昨日、充電し忘れたんでしょ」

「……はい」

　スマホの充電が切れたので、夕弦さんに心配をかけないよう早めに飲み会を抜け出したのだ。それでも、約束を破ってしまったことに違いはない。

「怒ってる？」

「迂闊だなぁって思ってる。怒ってはいないけど、緊急時に連絡が取れない状態だと不安だから、充電は忘れないようにして欲しいな」

「次からは気をつける」

「そう言って、前もスマホの充電忘れてたよね？」

　過去の行いを指摘されて、私はうっと言葉に詰まった。

　私がスマホの充電を切らして彼からの連絡を無視してしまったのは、これが初めてではないのだ。

　夕弦さんは怒っていないと言っているけれど、彼の目は笑っていない。

「覚えてる？　前に、約束を破ったら俺の言うことを聞いてくれるって言ったの」

　私は記憶を探った。たしか、以前にそんな約束をした気がする。

「私にして欲しいことがあるの？」

「あるよ。次からは忘れないように、身体で覚えてもらいたいなって」

　夕弦さんは私を手を引いて、寝室へと向かった。







　明かりを落とした寝室で、ブブブブという小さなモーター音が響く。

　裸になった私の膣内からは、ピンク色のコードが伸びていた。

　身体で覚えさせる。そう言った夕弦さんが取り出したのは、小さなローターと手錠だった。

　夕弦さんは手錠で拘束すると、動けなくなった私をピンク色のローターで攻めた。

　始めは胸を中心に振動を押し当てていた彼だったが、やがてその小さな塊を、私の内壁の中へと埋めてしまったのだ。

「あんっ、ぅあ、んんっ、夕弦さんっ、も、止めて……」

　私の膣内で小さなローターが絶えず振動し続けている。

　電池式ローターのリモコンは夕弦さんが握っていて、懇願しても振動を止めてくれる様子がない。

「駄目だよ、これはお仕置きだから」

　そう告げる夕弦さんの声は弾んでいて、この状況を楽しんでいるのだと分かった。

　刺激に身もだえするたびに、ちゃりちゃりと小さく鎖が鳴る。

　私の手は柔らかな手錠で拘束されていて、自力でローターを取り出すこともできない。

「ぅあ、んんっ、やぁ、これ、もどかしいの……っ」

　膣内に埋められたモーターは、小さな振動でゆるゆると内壁を刺激する。

　達するには足りず、だからといって、無視するには強すぎる。

　そんな緩やかな刺激に攻められ続けると、もどかしくてたまらない。

　もっと太くて硬いもので、強く攻めて欲しい。

　そんな願望が湧いてきて、自然と夕弦さんの下腹部へと視線がいった。

「ぅんっ、お願いっ、夕弦さんが欲しいのっ……あんっ」

　刺激に耐えながら、彼が欲しいと懇願する。

　経験上、こういう時は恥ずかしがるよりも、素直に求めたほうが早く楽になれるのだと知っていた。

　予想したとおり、夕弦さんは私の言葉を聞いて嬉しそうに破顔する。

「千歩、本当に可愛い。もっとゆっくりお仕置きしたかったのに、我慢できないかも」

　夕弦さんはそう言って、硬くなった男根を取り出す。

　求めていたものを与えられると分かって、私はほっと息を吐いた。

　けれど、夕弦さんはローターを引き抜くことなく私の膣内に入れたまま、屹立の先端を入口へと当てる。

「それじゃあ、挿れるね？」

「え、待って！　夕弦さん、先に抜いてっ……ひぅんっ～～～！」

　ずぷりと硬い屹立が割り入って、膣内で振動していたローターを最奥まで押し込んだ。

　敏感な最奥でローターが強く振動し、一瞬で目の前がチカチカとする。

　声にならない悲鳴をあげて、私は一瞬で達してしまった。

「あぁ、たしかに。この振動すごいね」

　先端でぐりぐりとローターを押し付けて、夕弦さんは荒い息を吐く。

　膣壁が圧迫されるのと同時に、無機質な振動が敏感な最奥を震わせる。

　今まで感じたことのない刺激に、私は身体をがくがくと震わせた。

　既に達しているのにローターの振動は止まってくれず、それどころか、夕弦さんはそのままゆっくりと腰を動かし始めてしまう。

「ひぃっ、あんぁっ、奥ダメぇ、ああああっ」

　ゆっくりとした動きなのに、今までにないくらい敏感に反応してしまう。

　弓弦さんが腰を動かすたびに、ローターが押しつけられて、たまらないのだ。

　膣壁を擦られる刺激と、慣れない振動の刺激が重なって、頭がおかしくなりそうだ。

「ひぃン、これダメっ、あぁぅ、壊れちゃう、ひぁっ」

　快楽から逃れようと腰を引くが、腕の鎖が鳴るばかりで上手く動けない。

　私が逃げようとしたのを察した夕弦さんが、腰を掴んだ。

「逃げちゃだめだよ。これは、お仕置きなんだから」

　そう言って、彼がぐりぐりと刺激すると、弱い場所にローターが押し当てられる。

　内側からの強い振動に耐え切れず、その衝撃でまたしても達してしまった。

「んぁっ、～～～っ！」

　連続して達してしまって、頭の奥が真っ白になる。

　既に達しているというのに、ローターは弱い箇所に当たったまま、一定の振動で動き続けているのだ。

　そのせいで、快楽の波が収まってくれず、際限なく高められ続けてしまう。

「やぁっ、ああっ、イっちゃう、も、イってるのにっ、あああっ！」

　達しても終わらない快楽から逃れたくて、私はイヤイヤをする子どものように首を左右に振った。

「これ、抜いて欲しい？」

　夕弦さんの問いかけに、私は何度も頷いた。

　気持ち良いのだけれど、終わらない刺激は思考を狂わせる。

　ローターの振動は無機質で際限がなくて、だからこそ、少し怖かった。

「もう約束破っちゃダメだよ。スマホの充電も忘れないこと」

「するっ、あんんっ、守るからっ……んんっ！」

　必死に訴えると、ずるりと男根が引き抜かれ、同時にローターも取り出される。

　強すぎる責め苦から解放されたことに、私はほっと息を吐いた。

　けれども同時に、空っぽになった膣内に疼きを感じる。

　それを感じ取ったのか、振動を続けるローターのスイッチを切ると、彼は再び私の膣口へと切っ先を押し当てた。

「何回もイっちゃってたね。痛くなかった？」

「痛くはないけど、ちょっと怖かった。やっぱり、夕弦さんがいい」

　ローターは強制的に絶頂させられるようで、少し怖い。

　機械なんて頼らずに、夕弦さんとひとつになる方が好きだ。

　私がそう訴えると、彼は優しくキスをして、腕の手錠を外してくれた。

「ひどくしてごめんね。でも、君が他の男といるときに連絡が取れないのは、不安なんだ」

　ズルイ人だなと、私は心の中で苦笑する。

　そんなふうに言われてしまえば、私は怒ることなどできなくなるのだ。

　私は自由になった手で彼の頬を撫でると、自分からキスをした。

「前に言ったでしょ。夕弦さんになら、何をされてもいいって」

　ローターは少し怖いと思ったが、絶対に嫌というほどではなかった。

　なんだかんだ言っても、夕弦さんは私が心底嫌がることはしないのだ。

　こうして私を縛ったり辱めるのも、彼の不安の表れだと分かっているので、許容できる。

「でも、ちゃんと夕弦さんとしたいから。挿れて？」

　私はそう言って、自分から彼を受け入れた。

　先ほどのように強烈な刺激は無いけれど、暖かな圧迫感に安心できる。

　互いの体温を感じながら解け合うように重なると、互いの想いが通じあうようで、嬉しくなるのだ。

「夕弦さん、大好き」

「……俺も大好き。愛してる」

　深く繋がりながら、互いの身体を抱きしめあう。

　やっぱりこうして抱きあえるのが一番嬉しい。

　彼がくれる甘い刺激を受け入れて、私は彼と唇を重ねた。







　翌朝目覚めると、ベッドにはもう夕弦さんの姿はなかった。

　休日なのに彼は起きるのが早い。私はうーんと伸びをして、ベッドから抜け出しリビングへ向かった。

　少し身体が怠いのは、昨夜の行為の所為だろう。

　キッチンでは、きちんと身支度を終えた夕弦さんが朝食を準備してくれていた。

「おはよう。朝食、出来てるよ」

　テーブルに置かれたお皿には、手作りのサンドウィッチと、これまたお手製のスープが置かれている。

　インスタントでないあたり、本当にマメな人だと感心する。

「ありがとう、すごく美味しそう。いただきます」

　私が席につくと、夕弦さんもそれに合わせて正面に座った。

　早くに目覚めていたのに、まだ朝食を食べていなかったらしい。

　多分、私が起きるのを待ってくれていたのだろう。

　向かい合って朝食を食べながら、私はふっと疑問に思ったことを伝えた。

「そういえば、夕弦さん。いつの間にあんなものを用意してたの？」

「あんなもの？」

「ほら、その昨日の……手錠とか」

　昨夜彼は、寝室にあったチェストからしれっと道具を取り出してきたのだ。

　いつの間に用意してあったのか、私はまったく気づいていなかった。

「ああ。今は色んなものがネットで購入できるから、便利だよね」

　こともなさげにそう言われて、私は少し不安になった。

「もしかして、他にも色々買ってたりとか……」

　夕弦さんは、穏やかな笑みを浮かべたままスープを飲んだ。

　うん。これは絶対他にも用意してる気がする。

「大丈夫。千歩が俺を不安にさせなければ、使わないよ」

　いったい何を買ったのかと少し不安になるが、夕弦さんのことだ。私が心底嫌がることはしないのだろう。

　……まあでも、スマホの充電は絶対に忘れないようにしよう。

　私はしっかりと反省して、サンドイッチを口の中に頬張ったのだった。







あとがき








　はじめまして、こんにちは。大おお江え戸どウメコでございます。

　このたびは「エリート旦那様は初心な新妻への淫らな執欲が溢れて仕方がない」を読んで下さってありがとうございます。

　こちらは濃蜜ラブルージュ様での三作目の作品になります。新しくお話を書く機会をいただけて、とても嬉しく思います。

　今作は「束縛欲があるけれど、頑張って我慢してる男」を書かせていただきました。

　夕弦は本当は相手を束縛したいのだけれど、嫌われたくなくて、余裕な男を演じているヒーローです。

　重い恋人だと思われたくないという気持ちから、自分の感情を押し殺して相手の自由を優先させるというのは、実際によくあることではないかと思います。

　そういうことを続けていて、素直に感情を出せなくなった場合、どうやって折り合いをつけるのか。

　片方がずっと我慢するのではなく、互いに話し合って、上手く折り合いをつけていく。

　そういった恋人同士の歩み寄りが上手く書けているといいのですが。

　このお話を少しでも楽しんでいただけましたら、とても嬉しく思います。

　最後に、とても素敵なイラストを描いてくださったつきのおまめ先生、担当編集者様、出版社様、本当にありがとうございました。






大江戸ウメコ
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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